
　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な

る
国
立
競
技
場
を
一
般
向
け

に
初
め
て
披
露
す
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
２
１

日
、
開
か
れ
た
。
陸
上
男
子

１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
世
界
記
録
を
持

つ
ウ
サ
イ
ン
・
ボ
ル
ト
さ
ん

（
ジ
ャ
マ
イ
カ
）
や
、
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
４
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
銀
メ
ダ
ル

の
桐
生
祥
秀
選
手
（
日
本
生

命
）
ら
が
リ
レ
ー
形
式
で
競

い
、
満
員
の
約
６
万
人
の
観

客
と
共
に
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ

の
「
聖
地
」
の
完
成
を
祝
っ

国
立
競
技
場
で
開
場
イ
ベ
ン
ト

６
万
人
、
新
聖
地
誕
生
祝
う

広
告
収
入
、
日
本
で
計
上
へ

グ
ー
グ
ル
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

６万人参加、カズら登場

五輪「ますます

楽しみに」

も
存
在
感
は
大
き
い
。

　

グ
ー
グ
ル
は
こ
れ
ま
で
、

日
本
の
広
告
事
業
収
入
を
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
法
人
で
計
上
。

同
法
人
が
日
本
の
取
引
先
と

広
告
契
約
を
結
ん
で
い
た

が
、
１
９
年
４
月
か
ら
日
本

法
人
が
契
約
し
売
上
高
も
日

本
法
人
に
直
接
計
上
し
て
い

る
。
グ
ー
グ
ル
は
千
葉
県
内

に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
計
画
を
公
表
。
外
国
法

人
の
課
税
を
決
め
る
際
に
重

要
な
指
標
と
な
る
恒
久
的
施

設
に
当
た
る
こ
と
も
判
断
に

影
響
を
与
え
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン
（
東
京
）
は
現
在
、
ア
イ

首
相
、
尖
閣
や
香
港
対
応
促
す

　
【
北
京
共
同
＝
内
保
充
善
】
安
倍
晋
三
首
相
は
２
３
日
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
会
談

し
た
。
首
相
は
来
年
春
に
予
定
さ
れ
る
習
氏
の
国
賓
来
日
を
「
極
め
て
重
視
し
て
い
る
」
と
表
明
。
同
時
に
、沖
縄
県・

尖
閣
諸
島
周
辺
で
の
中
国
船
の
領
海
侵
入
や
香
港
情
勢
、
少
数
民
族
ウ
イ
グ
ル
族
弾
圧
問
題
へ
の
対
応
改
善
を
促
し

た
。
中
国
当
局
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
日
本
人
の
早
期
帰
国
も
要
請
し
た
。
両
首
脳
は
北
朝
鮮
問
題
に
関
し
、
朝
鮮
半

島
の
完
全
な
非
核
化
に
向
け
た
連
携
と
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
の
履
行
が
重
要
と
の
認
識
で
一
致
し
た
。

習
主
席
国
賓
「
極
め
て
重
視
」

日
中
首
脳
、
北
京
で
会
談

（１） ２０１９年第５３９６号  １２月 ２４日 （火曜日）

ボ
ル
ト
さ
ん
ら
登
場

後
に
習
氏
主
催
の
夕
食
会
に

出
席
し
た
。

　

首
相
は
２
３
日
午
後
、
政

府
専
用
機
で
北
京
国
際
空
港

に
到
着
し
た
。
習
氏
と
の
会

談
を
終
え
、
夜
に
四
川
省
成

都
へ
出
発
。
２
４
日
に
は
日

中
韓
３
カ
国
首
脳
会
談
や
韓

国
の
文
在
寅
大
統
領
と
の
会

談
に
臨
む
。
２
５
日
に
は
中

国
の
李
克
強
首
相
と
個
別
に

会
談
し
、
夜
に
帰
国
す
る
。

秋
元
氏
「
便
宜
図
っ
て
な
い
」

Ｉ
Ｒ
関
心
の
中
国
企
業
に

た
。

　

最
上
部
の
５
階
席
ま
で
観

客
で
埋
ま
り
、
ボ
ル
ト
さ
ん

は
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
前
を
駆

け
抜
け
た
。
最
終
走
者
と
し

て
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
走
り

終
え
「
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ジ

ア
ム
だ
。良
い
記
録
が
出
る
」

と
話
し
た
。
桐
生
選
手
も
ア

ン
カ
ー
と
し
て
参
加
し
「
来

年
、
こ
こ
に
戻
っ
て
全
力
で

走
り
た
い
」
と
五
輪
本
番
へ

決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
６
人
一
組
の
４

チ
ー
ム
で
競
い
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
と
パ
リ
の
競
技
場
を
中

ル
ラ
ン
ド
法
人
に
日
本
の
広

告
事
業
の
売
上
高
を
計
上
し

て
い
る
が
、
関
係
者
に
よ
る

と
、
来
年
に
も
日
本
法
人
に

切
り
替
え
る
見
通
し
だ
。
米

本
社
の
ウ
ェ
ー
ナ
ー
最
高
財

務
責
任
者
は
以
前
「（
今
後

は
）
売
上
高
を
各
国
の
現
地

法
人
に
計
上
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
法
人
税
率
は
い
ず

れ
も
日
本
よ
り
低
い
。
国
税

関
係
者
に
よ
る
と
、
日
本
法

人
の
業
務
は
販
売
支
援
と
い

う
形
に
し
て
、
外
国
法
人
か

ら
経
費
や
業
績
に
対
す
る
報

酬
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

　

グ
ー
グ
ル
日
本
法
人
は
合

同
会
社
の
た
め
決
算
内
容
を

開
示
し
て
お
ら
ず
、
納
税

額
な
ど
は
不
明
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
日
本
法
人
は
決
算
公

告
に
よ
る
と
、
１
８
年
１
２

月
期
の
純
利
益
は
２
億
円

だ
っ
た
。

　
【
共
同
】「
き
れ
い
」「
ま

す
ま
す
楽
し
み
に
な
っ
た
」。

施
設
に
も
足
を
運
ん
だ
。

　

秋
元
氏
は
「
Ｉ
Ｔ
や
（
最

先
端
技
術
を
活
用
し
た
）
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
で
発
展
し

て
い
る
深
セ
ン
（
土
ヘ
ン
に

川
）
市
を
経
済
視
察
す
る
目

的
だ
っ
た
」
と
説
明
。「
中

国
企
業
の
本
社
が
あ
っ
た
の

で
顔
を
出
し
た
だ
け
で
、
Ｉ

Ｒ
の
話
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い

な
い
」
と
述
べ
た
。

　

香
港
に
宿
泊
し
た
こ
と
か

ら
近
く
の
マ
カ
オ
に
も
立
ち

寄
り
、
カ
ジ
ノ
で
は
ポ
ケ
ッ

ト
マ
ネ
ー
を
使
っ
た
と
い

う
。

　

一
方
、
日
本
に
無
届
け
で

現
金
を
持
ち
込
ん
だ
疑
い
が

持
た
れ
て
い
る
中
国
企
業

日
本
法
人
の
自
称
役
員
の
男

性
に
つ
い
て
は
「
中
国
企
業

側
と
３
、４
回
会
っ
た
時
に
、

一
緒
に
い
た
ぐ
ら
い
で
、
仲

が
良
い
わ
け
で
は
な
い
」
と

話
し
た
。

　

特
捜
部
の
捜
査
に
対
し
て

は
「
何
を
考
え
て
い
る
の
か

知
り
た
い
」
と
不
服
を
漏
ら

し
た
。

　

中
国
企
業
は
Ｉ
Ｒ
事
業
参

入
に
意
欲
を
示
し
、
１
７
年

７
月
に
日
本
法
人
を
設
立
。

翌
月
に
自
称
役
員
の
男
性
が

中
心
と
な
っ
て
Ｉ
Ｒ
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
那
覇
市

で
開
き
、
中
国
企
業
ト
ッ
プ

と
秋
元
氏
が
講
演
し
て
い

た
。

　

中
国
企
業
側
は
そ
の
後
、

北
海
道
留
寿
都
村
の
Ｉ
Ｒ
事

業
に
関
心
を
持
ち
、
１
８
年

１
月
に
札
幌
市
の
観
光
会
社

が
村
で
の
Ｉ
Ｒ
誘
致
計
画
を

公
表
し
た
際
に
出
資
を
表

明
。
翌
月
に
は
中
国
企
業
側

と
村
の
関
係
者
が
、
村
を

訪
れ
た
秋
元
氏
と
会
っ
て
い

た
。

完成した国立競技場で行われたイベ
ントで、トラックを走る陸上男子の
桐生祥秀選手（前列右から４人目）、
元女子マラソンの有森裕子さん（同
５人目）ら＝２１日午前（共同）

企
業
か
ら
陳
情
を
受
け
た
こ

と
も
、
便
宜
を
図
っ
た
こ
と

も
な
い
」
と
話
し
、
金
銭
の

授
受
も
否
定
し
た
。

　

秋
元
氏
は
２
０
１
７
年
８

月
、
Ｉ
Ｒ
担
当
の
内
閣
府
副

大
臣
に
就
任
。
同
１
２
月
、

Ｉ
Ｒ
推
進
派
の
議
員
ら
と
広

東
省
深
セ
ン（
土
ヘ
ン
に
川
）

市
に
あ
る
中
国
企
業
本
社

で
、同
社
ト
ッ
プ
ら
と
面
会
、

そ
の
後
は
マ
カ
オ
の
カ
ジ
ノ

お
り
、
両
社
の
意
思
決
定
に

影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ

る
。
ア
マ
ゾ
ン
・
コ
ム
も

２
０
１
７
年
１
２
月
期
か
ら

通
期
で
売
上
高
を
日
本
法
人

に
計
上
す
る
方
針
に
転
換
。

国
際
的
に
も
こ
う
し
た
流
れ

が
進
む
可
能
性
が
あ
る
。

　

世
界
の
デ
ジ
タ
ル
広
告
で

グ
ー
グ
ル
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
が
占
め
る
割
合
は
５
割
を

超
え
る
。
１
８
年
の
日
本
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
市
場

規
模
は
１
兆
４
４
８
０
億
円

で
、
新
経
済
連
盟
に
よ
る
と

外
資
系
の
市
場
シ
ェ
ア
は
５

割
超
。
そ
の
大
半
を
両
社
が

占
め
る
と
み
ら
れ
、
日
本
で

　
【
共
同
】
日
本
で
の
カ
ジ

ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
事
業
へ
の
参

入
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
中

国
企
業
を
巡
る
外
為
法
違
反

事
件
で
、
関
連
先
と
し
て
事

務
所
が
東
京
地
検
特
捜
部

に
よ
る
家
宅
捜
索
を
受
け
た

自
民
党
の
秋
元
司
衆
院
議
員

（
４
８
）
＝
東
京
１
５
区
＝

が
２
３
日
、
共
同
通
信
の
電

話
取
材
に
応
じ
た
。「
中
国

美
智
子
さ
ま
と
一
緒
に
御
所

周
辺
を
早
朝
に
散
策
し
、
朝

食
後
に
本
を
交
互
に
音
読
。

就
寝
前
に
は
美
智
子
さ
ま
の

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
、
チ
ェ
ロ

の
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

の
ハ
ゼ
の
研
究
も
続
け
、
皇

居
に
あ
る
生
物
学
研
究
所
に

週
に
２
、３
回
通
い
、
新
た

な
論
文
作
成
に
向
け
、
研
究

を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

　

上
皇
ご
夫
妻
は
全
て
の
公

務
か
ら
退
い
た
が
、
退
位
後

も
私
的
な
活
動
と
し
て
公
の

場
に
姿
を
見
せ
て
い
る
。
コ

ン
サ
ー
ト
や
展
覧
会
に
行
く

な
ど
芸
術
鑑
賞
を
楽
し
み
、

１
１
月
に
は
ラ
グ
ビ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会

の
３
位
決
定
戦
を
観
戦
し

た
。

　

上
皇
さ
ま
は
、
一
代
限
り

の
退
位
を
認
め
る
皇
室
典
範

特
例
法
に
基
づ
き
、
４
月

３
０
日
に
退
位
し
た
。
天
皇

の
退
位
に
よ
る
皇
位
継
承
は

約
２
０
０
年
ぶ
り
。一
方
で
、

現
天
皇
と
前
天
皇
が
併
存
す

る
こ
と
に
よ
る
二
重
権
威
が

生
じ
る
懸
念
が
指
摘
さ
れ
続

け
て
い
る
。

　

退
位
し
て
か
ら
は
、
上
皇

さ
ま
は
公
の
場
で
は
、
天
皇

陛
下
と
一
緒
に
登
場
し
た
こ

と
は
な
く
、
懸
念
に
配
慮
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
１
７

日
に
退
任
し
た
宮
内
庁
の
山

本
信
一
郎
前
長
官
は
、
最
後

の
定
例
記
者
会
見
で
、
上
皇

さ
ま
に
つ
い
て
「
新
し
い
皇

室
を
見
守
る
姿
勢
に
徹
し
、

両
陛
下
の
活
動
に
意
見
や
質

問
も
さ
れ
ず
、
極
め
て
慎
重

に
振
る
舞
わ
れ
て
き
た
」
と

述
べ
た
。

り
責
任
を
果
た
し
て
い
く
」

と
強
調
し
た
。

　

首
相
は
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
事
故
に
伴
う
日
本
産

食
品
の
輸
入
規
制
の
早
期
撤

廃
や
日
本
産
牛
肉
の
対
中
輸

出
再
開
も
求
め
た
。

　

習
氏
は
尖
閣
対
立
な
ど
を

念
頭
に
「
小
異
を
残
し
て
一

致
点
を
求
め
、
積
極
的
に
協

力
す
る
こ
と
が
、
新
時
代
の

中
日
関
係
を
発
展
さ
せ
る
共

通
戦
略
の
手
引
き
に
な
る
」

と
主
張
。
対
北
朝
鮮
制
裁
の

う
ち
輸
出
禁
止
措
置
な
ど
一

部
の
緩
和
を
求
め
る
中
国
と

ロ
シ
ア
の
国
連
安
保
理
決
議

案
へ
の
支
持
を
要
請
し
た
。

　

首
相
と
習
氏
の
会
談
は
今

年
６
月
の
大
阪
以
来
。
会
談

時
間
は
約
４
５
分
で
、
そ
の

　

両
首
脳
は
習
氏
の
国
賓
来

日
を
有
意
義
な
も
の
と
す
る

考
え
を
確
認
し
た
。
た
だ
首

相
は
国
内
に
国
賓
と
し
て
処

遇
す
る
こ
と
に
異
論
を
抱
え

て
お
り
、
懸
案
へ
の
解
決
を

訴
え
て
環
境
整
備
を
図
っ
た

格
好
だ
。
習
氏
は
香
港
や
ウ

イ
グ
ル
問
題
は
「
中
国
の
内

政
問
題
だ
」
と
反
発
し
た
。

　

習
氏
は
会
談
で
「
私
と
首

相
が
緊
密
な
意
思
疎
通
を
保

ち
、
中
日
関
係
を
新
し
い
段

階
に
押
し
上
げ
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。
首
相
は「
日

中
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
関

係
を
築
き
上
げ
て
い
く
た
め

に
協
力
し
て
準
備
を
進
め
た

い
。
地
域
の
平
和
、
安
定
、

繁
栄
に
共
に
大
き
な
責
任
を

有
す
る
日
中
両
国
が
し
っ
か

上
皇
さ
ま
８
６
歳
の
誕
生
日

美
智
子
さ
ま
と
時
間
大
切
に

８６歳の誕生日を迎えられた上皇さまと上皇
后美智子さま＝皇居・吹上仙洞御所（宮内庁
提供）（共同）

継
で
結
び
、
国
外
に
い
る
選

手
と
も
競
う
形
に
し
た
。
パ

ラ
選
手
も
走
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
前
半
で
は

サ
ッ
カ
ー
の
元
日
本
代
表
Ｆ

Ｗ
三
浦
知
良
選
手
（
横
浜
Ｆ

Ｃ
）
が
大
歓
声
を
背
に
深
々

と
一
礼
し
て
か
ら
天
然
芝
の

フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
央
へ
。
背

番
号
１
１
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿

で
「
新
し
く
な
っ
た
国
立
競

技
場
の
ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
い

る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と

語
っ
た
。
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代

表
の
リ
ー
チ
・
マ
イ
ケ
ル
主

将
（
東
芝
）
も
登
場
し
た
。

　

東
北
６
県
の
夏
祭
り
が
集

う
「
東
北
絆
ま
つ
り
」
の
演

舞
も
披
露
さ
れ
た
。
人
気
グ

ル
ー
プ
「
嵐
」
と
「
Ｄ
Ｒ
Ｅ

Ａ
Ｍ
Ｓ　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ　

Ｔ
Ｒ

Ｕ
Ｅ
」
も
出
演
し
た
。

　

国
立
競
技
場
は
１
１
月
末

に
完
成
。
来
年
元
日
の
サ
ッ

カ
ー
天
皇
杯
全
日
本
選
手
権

決
勝
が
最
初
の
ス
ポ
ー
ツ
の

公
式
戦
と
な
る
。

　

２
１
日
午
前
に
は
陸
上
の

ト
ラ
ッ
ク
を
初
め
て
走
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
桐
生

選
手
ら
の
先
導
で
、
抽
選
で

選
ば
れ
た
約
２
０
２
０
人
の

一
般
ラ
ン
ナ
ー
が
ト
ラ
ッ
ク

を
１
周
し
、
感
触
や
雰
囲
気

を
楽
し
ん
だ
。

　
【
共
同
】
米
巨
大
Ｉ
Ｔ
企

業
の
グ
ー
グ
ル
と
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
が
、
日
本
の
広
告
事

業
の
売
上
高
を
日
本
法
人
に

直
接
計
上
す
る
方
針
を
固
め

た
こ
と
が
２
３
日
、
分
か
っ

た
。
法
人
税
率
が
日
本
よ
り

低
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
で
そ
れ
ぞ
れ
売
上

高
を
計
上
し
て
い
た
会
計
処

理
を
改
め
る
。
両
社
は
日
本

で
の
存
在
感
に
比
べ
納
税
額

が
過
少
と
の
見
方
が
あ
っ
た

が
、
変
更
に
よ
り
法
人
税
納

付
は
増
え
る
見
通
し
だ
。

　

巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
は
過
度
な

節
税
策
が
問
題
視
さ
れ
、
課

税
ル
ー
ル
作
り
が
進
ん
で

て
い
る
。
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
が
即
位
に
伴
う
一
連
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
え
た
こ
と

に
喜
び
、
来
年
３
月
末
ま
で

に
高
輪
皇
族
邸
（
東
京
都
港

区
）
に
転
居
す
る
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

７
月
に
脳
貧
血
の
症
状
が

出
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
宮

内
庁
に
よ
る
と
、
現
在
は
体

調
に
問
題
は
な
い
。
秋
の
台

風
で
被
災
し
、
現
在
も
避
難

生
活
を
続
け
る
人
が
い
る
こ

と
に
心
を
痛
め
て
い
る
。

　

退
位
後
も
日
課
と
し
て
、

を
迎
え
ら
れ

た
。
宮
内
庁

が
発
表
し
た

近
況
に
よ
る

と
、
４
月

３
０
日
に
退

位
し
て
か
ら

は
皇
居
・
吹

上
仙
洞
御
所

で
上
皇
后
美

智
子
さ
ま
と

の
時
間
を
大

切
に
過
ご
し

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
と
な
る
新
し
い
国

立
競
技
場（
東
京
都
新
宿
区
）

で
２
１
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
運
よ

く
チ
ケ
ッ
ト
を
入
手
で
き
た

約
６
万
人
が
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
聖
地
で
“
本
番
”
へ

の
期
待
感
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の

リ
ー
チ
・
マ
イ
ケ
ル
さ
ん
や

田
中
史
朗
さ
ん
ら
人
気
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
次
々
に
登

場
。
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

の
三
浦
知
良
さ
ん
は
ユ
ニ

ホ
ー
ム
姿
で
ピ
ッ
チ
の
中
央

に
立
ち
「（
国
立
競
技
場
は
）

思
い
出
深
い
、
大
切
な
場
所

で
す
。
新
し
い
歴
史
を
つ

く
っ
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

さ
い
た
ま
市
の
山
岡
美
千

代
さ
ん
（
６
０
）
は
「
競
技

場
だ
け
で
な
く
、
周
辺
一
帯

も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い

て
、
驚
い
た
」。
家
族
３
人

で
参
加
し
た
千
葉
市
花
見
川

区
の
主
婦
（
５
０
）
は
「
デ

ザ
イ
ン
は
現
代
的
だ
け
ど
、

木
と
緑
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ

て
い
て
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が

い
い
」
と
話
し
た
。

　

東
京
都
江
戸
川
区
の
高
校

２
年
余
村
友
秋
さ
ん（
１
７
）

は
競
技
場
を
外
か
ら
見
上

げ
、「
す
ご
く
大
き
い
」
と

一
言
。
陸
上
部
に
所
属
し
、

中
距
離
を
走
る
。「
来
年
の

五
輪
で
は
陸
上
競
技
な
ど
が

楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。
さ
い
た
ま
市
の
岡
部

晴
美
さ
ん
（
５
２
）
は
サ
ッ

カ
ー
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
チ

ケ
ッ
ト
が
当
た
っ
た
と
い
い

「
五
輪
が
ま
す
ま
す
楽
し
み

に
な
っ
た
」
と
声
を
弾
ま
せ

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
終
盤
に
は
、

国
立
競
技
場
で
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
い
た
経
験
が
あ
る
人
気

グ
ル
ー
プ
「
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ

　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ　

Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｅ
」

と
「
嵐
」
も
登
場
。
終
演
後
、

ド
リ
カ
ム
の
中
村
正
人
さ
ん
は
「
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で

し
た
」、
嵐
の
桜
井
翔
さ
ん
は
「
夢
の
よ
う
で
す
」
と
そ

れ
ぞ
れ
感
想
を
語
っ
た
。

　
【
共
同
】
上
皇
さ
ま
は

２
３
日
、
８
６
歳
の
誕
生
日



大
統
領
本
人
へ
の
拒
絶
も
５
６
％

る
。

　

こ
の
調
査
は
２
０
１
６
年

か
ら
始
ま
っ
た
。同
年
は「
悪

い
」、「
と
て
も
悪
い
」
の

合
計
が
３
６
％
だ
っ
た
が
、

１
７
年
は
３
５
％
、
１
８
年

は
４
０
％
、
今
年
は
４
２
％

と
、
悪
化
の
傾
向
に
あ
る
。

　

水
質
の
悪
い
海
岸
で
海
水

浴
を
す
る
と
、
胃
腸
系
の
疾

病
や
白
癬
（
は
く
せ
ん
）
な

ど
の
皮
膚
感
染
症
に
か
か
り

や
す
く
な
る
。

　

ま
た
、
水
質
を
左
右
す
る

要
因
と
し
て
、
海
中
の
ゴ
ミ

や
、
今
年
の
後
半
に
大
問
題

と
な
っ
た
北
東
伯
地
域
へ
の

原
油
漂
着
も
あ
る
が
、
今
回

の
調
査
で
は
そ
れ
ら
の
影
響

は
調
査
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
「
地
元
州
政
府
に
最
低
限

の
見
識
が
あ
る
な
ら
ば
、
水

質
調
査
を
し
っ
か
り
や
り
、

水
質
管
理
部
門
へ
の
投
資
を

行
う
べ
き
。
水
質
管
理
が

し
っ
か
り
な
さ
れ
て
こ
そ
、

旅
行
者
は
安
心
感
を
覚
え
、

そ
こ
の
海
岸
を
旅
行
先
に
選

ぶ
」
と
、
リ
オ
州
立
大
学

　

イ
ボ
ッ
ピ
（
ブ
ラ
ジ
ル
世
論
調
査
・
統
計
機
関
）
に
よ
る
最
新
の
世
論
調
査
で
、

就
任
１
年
目
最
終
段
階
で
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
支
持
率
は
２
９
％
で
、
同
じ

条
件
下
で
は
、
１
９
９
０
年
の
コ
ー
ロ
ル
大
統
領
以
来
の
低
さ
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
２
１
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

政
府
へ
の
不
支
持
率
を
押

し
上
げ
て
い
る
の
は
主
に
女

性
だ
。
現
政
権
は
悪
／
最
悪

と
評
価
し
た
女
性
は
４
２
％

で
、
男
性
の
３
２
％
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。
同
様
の

現
象
は
昨
年
の
大
統
領
選
挙

時
に
も
見
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、「
連
邦
政
府
の

資
質
（
諸
問
題
へ
の
対
応
の

あ
り
方
）」
に
関
し
て
も
、

５
３
％
が
「
そ
ぐ
わ
な
い
、

相
応
し
く
な
い
」
と
評
価

し
て
い
る
（
４
月
時
点
で
は

４
０
％
）。「
相
応
し
い
、
承

認
で
き
る
」
は
４
１
％
で
、

４
月
の
５
１
％
か
ら
徐
々
に

低
下
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
本
人
へ
の
信
頼
度
も
、

５
６
％
が
「
信
頼
で
き
な
い
」

と
の
判
断
を
下
し
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
４
月
の
４
５
％

か
ら
徐
々
に
上
昇
。「
信
頼

で
き
る
」
は
５
１
％
か
ら

４
１
％
に
低
下
し
た
。

　
「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
を
支

持
す
る
」
と
回
答
し
た
人

が
多
か
っ
た
の
は
南
部
で
、

３
６
％
を
記
録
し
た
。
白
人

　

カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
で

２
１
日
に
行
わ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
の
ク
ラ
ブ
Ｗ
杯
決
勝
、

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
対
フ
ラ
メ
ン

ゴ
は
、
延
長
戦
に
も
つ
れ
こ

む
大
熱
戦
の
末
、
１
―
０
で

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
が
優
勝
。
フ

ラ
メ
ン
ゴ
の
３
８
年
ぶ
り
、

な
ら
び
に
伯
国
勢
、
南
米
勢

居
住
者
が
多
く
、
保
守
的
で

知
ら
れ
る
南
部
か
ら
の
支
持

の
高
さ
は
、
ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー

リ
ャ
が
１
２
月
に
行
っ
た
世

論
調
査
の
際
に
も
指
摘
さ
れ

て
い
た
こ
と
だ
。

　

他
の
地
域
で
は
、
中
西
部

な
ら
び
に
北
部
が
３
２
％
、

南
東
部
が
２
９
％
、
大
統
領

が
か
ね
て
か
ら
弱
く
、
黒
人

や
貧
困
層
の
多
い
北
部
で
は

２
１
％
だ
っ
た
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
は
、

現
在
、
伯
国
を
揺
る
が
し
て

い
る
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

長
男
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
上
議
に

よ
る
、
リ
オ
州
議
時
代
の
幽

霊
職
員
た
ち
に
よ
る
ラ
シ
ャ

ジ
ー
ニ
ャ
、
そ
れ
に
伴
う
資

金
洗
浄
疑
惑
に
対
す
る
リ
オ

州
検
察
局
の
捜
査
が
再
開
さ

同
時
期
で
は
コ
ー
ロ
ル
以
来

海
洋
学
教
授
の
ダ
ヴ
ィ
ジ
・

ゼ
ー
氏
は
語
る
。

　

適
切
な
処
理
が
施
さ
れ
て

か
ら
河
川
に
流
さ
れ
て
い
る

排
水
は
４
６
％
し
か
な
い

同
法
案
の
は
ま
だ
上
院
で
の

審
議
が
終
っ
て
い
な
い
。

　

１
２
カ
月
間
を
か
け
て
水

質
が
調
査
さ
れ
た
の
は
１
４

州
の
海
岸
で
、
リ
オ
州
、
聖

　

今
年
の
調
査
結
果
は
、
昨

年
の
１
１
月
か
ら
今
年
の

１
０
月
に
か
け
て
の
１
年
間

の
も
の
で
、
水
質
が
「
良

い
」
と
さ
れ
た
の
は
全
体

の
２
８
％
。「
ま
ず
ま
ず
」

は
２
９
％
、「
悪
い
」
は

１
４
％
、「
と
て
も
悪
い
」

は
２
８
％
だ
っ
た
。「
悪
い
」、

「
と
て
も
悪
い
」
と
評
価
さ

れ
た
海
岸
は
、
４
回
に
１
回

は
「
海
水
浴
に
適
し
て
い
な

い
」
と
出
た
こ
と
を
意
味
す

　

フ
ォ
ー
リ
ャ
（
Ｆ
）
紙
が

行
っ
た
、
伯
国
内
６
６
３
カ

所
の
海
岸
の
水
質
調
査
に
よ

る
と
、
全
体
の
４
２
％
が

「
悪
い
」「
と
て
も
悪
い
」
に

分
類
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
２
１
日
付
Ｆ
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
の

は
、
伯
国
環
境
省
に
よ
り
、

国
内
で
も
多
く
の
観
光
客
を

集
め
、
ホ
テ
ル
の
総
ベ
ッ
ド

数
が
多
く
、
観
光
業
で
の
雇

用
者
数
も
多
い
と
分
類
さ
れ

た
３
１
市
に
あ
る
６
６
３
カ

所
の
海
岸
だ
。 Ｆ

紙
の
行
っ
た
水
質
調
査
で
発
覚

政
府
の
対
応
に
不
満
４
２
％

下
水
処
理
設
備
の
不
備
が
課
題

州
な
ど
の
南
東
伯
の
水
質
は

最
も
悪
化
し
た
。
年
中
多
く

の
観
光
客
で
賑
わ
う
リ
オ
市

で
は
、
６
４
カ
所
の
観
測
点

の
内
、「
良
い
」
と
さ
れ
た

の
は
４
カ
所
だ
け
だ
っ
た
。

　

聖
州
海
岸
部
で
観
光
省
が

推
奨
す
る
５
市（
イ
ー
リ
ャ
・

ベ
ー
ラ
、
ウ
バ
ト
ゥ
ー
バ
、

プ
ラ
イ
ア
・
グ
ラ
ン
デ
、
グ

ア
ル
ジ
ャ
ー
、
サ
ン
セ
バ
ス

チ
ア
ン
）
の
各
市
で
は
、
プ

ラ
イ
ヤ
・
グ
ラ
ン
デ
市
が
最

も
悪
く
、
１
２
の
観
測
点
が

全
て
「
悪
い
」
か
「
と
て
も

悪
い
」だ
っ
た
。
イ
ー
リ
ャ
・

ベ
ー
ラ
で
も
、
１
９
カ
所
の

観
測
点
中
１
２
カ
所
が
「
悪

い
」か「
と
て
も
悪
い
」だ
っ

た
。

　

た
だ
し
、
聖
州
の
環
境
浄

化
技
術
公
社
は
、
聖
州
の

１
６
７
海
岸
の
内
、
海
水
浴

に
適
さ
な
い
の
は
１
４
海
岸

の
み
と
し
て
い
る
。

ル
ー
ラ
氏
（
０
３
年
）
が

４
１
％
、
ジ
ウ
マ
氏
（
１
１

年
）
が
５
６
％
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
９
２
年
に
罷
免
処
分

を
受
け
た
コ
ー
ロ
ル
氏
に
近

い
数
字
と
な
っ
た
。

　
コ
ー
ロ
ル
氏
も
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
も
、
就
任
時
に
は
５
０
％

近
い
支
持
率
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権

へ
の
不
支
持
率
（
悪
／
最
悪

と
の
評
価
）
も
３
８
％
ま
で

上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
も
４

月
に
は
２
７
％
だ
っ
た
の
で
、

８
カ
月
間
で
１
０
％
ポ
イ
ン

ト
以
上
上
昇
し
た
こ
と
に
な

る
。
政
権
支
持
率
（
良
／
最

良
と
の
評
価
）
は
、
３
５
％

が
２
９
％
へ
、
６
％
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
た
。
普
通
と
の
評

価
は
３
１
％
で
、
変
っ
て
い

な
い
。

暦
の
上
で
夏
が
始
ま
っ
た
最
初
の
週
末
に

多
く
の
人
が
押
し
寄
せ
た
リ
オ
の
海
岸

（
参
考
画
像
・Tom

az Silva /Ag. Brasil

）

２１日のボウソナロ氏
（Isac Nóbrega/PR）

本
人
自
己
評
価
は
１
０
点
中
７
点

原油漂着問題

れ
る
前
の
も
の
だ
っ
た
。

　

な
お
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
自
身
は
、
自
身
の
就

任
１
年
目
を
自
己
採
点
し
て

「
１
０
点
満
点
中
７
点
」
と

の
数
字
を
出
し
て
い
る
。

の
７
年
ぶ
り
の
世
界
一
は
な

ら
な
か
っ
た
。
試
合
そ
の
も

の
は
互
角
だ
っ
た
が
、
延
長

戦
の
前
半
に
伯
人
選
手
フ
ィ

ル
ミ
ー
ノ
に
シ
ュ
ー
ト
を
決

め
ら
れ
て
沈
ん
だ
。
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
は
こ
の
日
、
１

日
中
フ
ラ
メ
ン
ゴ
の
シ
ャ
ツ

を
着
て
応
援
し
て
い
た
が
、

伯
国
内
で
は
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー

ル
の
ピ
ー
タ
ー
・
ム
ー
ア
Ｃ

Ｅ
Ｏ
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ク
ロ
ッ

プ
監
督
が
、か
ね
て
か
ら「
労

働
者
や
福
祉
に
厚
い
社
会
を

支
持
す
る
」、
つ
ま
り
左
派

で
あ
る
こ
と
が
繰
り
返
し
報

じ
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ

ヴ
、
明
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
で

休
日
だ
が
、
そ
の
間
の
公
共

機
関
の
営
業
は
次
の
通
り
。

銀
行
は
今
日
の
９
〜
１
１
時

の
み
営
業
し
、明
日
は
休
業
。

デ
ト
ラ
ン
、ポ
ウ
パ
テ
ン
ポ
、

プ
ロ
コ
ン
は
両
日
休
み
。
郵

便
局
は
今
日
の
９
〜
１
４
時

は
営
業
す
る
が
、
明
日
は
休

み
。
市
営
市
場
は
今
日
は
営

業
し
て
い
る
が
、
明
日
は
休

み
。
医
療
機
関
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ

は
両
日
と
も
休
み
だ
が
、
そ

れ
以
外
の
Ａ
Ｍ
Ａ
、Ｕ
Ｐ
Ａ
、

救
急
病
院
な
ど
は
開
い
て
い

る
の
で
、
緊
急
時
で
も
ご
安

心
を
。

　
　
　
　
　

◎

　

こ
の
季
節
は
、
大
き
な
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
中
心
に

す
え
た
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
。
聖
市
で
は

イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公
園
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
付
き
の
巨
大

ツ
リ
ー
が
最
も
有
名
だ
が
、

大
聖
市
圏
で
も
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
地

区
や
ジ
ア
デ
マ
、
グ
ア
ラ
レ

マ
、
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
、
オ

ザ
ス
コ
、
サ
ン
タ
ナ
・
デ
・

パ
ラ
ナ
イ
バ
ー
と
い
っ
た
市

で
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
。

近
く
の
公
園
な
ど
で
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
み
て
は
。

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
２
０
日
、
１
１
月

中
旬
か
ら
、
１
２
月
中
旬
ま

で
の
広
範
囲
消
費
者
物
価
指

数
（
１
２
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―

１
５
）
が
１
・０
５
％
だ
っ
た

と
発
表
し
た
。
２
１
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
２
月
の
値
と
し
て
は
、

２
０
１
５
年
以
来
の
高
い
数

値
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
年

１
年
間
累
積
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―

１
５
は
３・９
１
％
と
な
っ
た
。

（
今
年
の
イ
ン
フ
レ
目
標
は

４
・２
５
％
±
１
・５
％
）

　

１
２
月
の
高
イ
ン
フ
レ
は
、

先
月
か
ら
続
く
食
肉
価
格
の

高
騰
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
た
。

　

食
肉
価
格
高
騰
は
、
中
国

市
場
か
ら
の
需
要
が
増
え
た

こ
と
で
、
伯
国
業
者
が
多
く

を
輸
出
に
回
し
て
し
ま
い
、

国
内
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
こ
と
で
発
生
し
た
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―
１
５
は
、
新

年
１
月
早
々
に
出
る
月
末
締

め
、
イ
ン
フ
レ
指
数
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ａ
の
先
行
指
数
だ
。
月
の
中

旬
以
降
、
劇
的
な
変
化
が
な

い
限
り
、
大
体
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―

１
５
の
傾
向
を
踏
襲
す
る
。

　

１
カ
月
で
１
％
以
上
の
イ

ン
フ
レ
が
１
年
間
続
く
と
、

年
間
２
桁
イ
ン
フ
レ
を
記
録

し
た
２
０
１
５
年
以
上
の
高

イ
ン
フ
レ
に
な
っ
て
し
ま
う

が
、
専
門
家
た
ち
は
そ
こ
ま

で
の
心
配
を
し
て
い
な
い
。

　

食
肉
価
格
は
１
１
月
に

１
７
・
７
１
％
高
騰
し
、
そ

れ
だ
け
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―

１
５
を
０
・
４
８
％
ポ
イ
ン

ト
押
し
上
げ
た
が
、
１
９
日

に
は
卸
売
価
格
が
９
％
下

が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き

も
あ
り
、「
食
肉
イ
ン
フ
レ
は

年
明
け
に
は
消
え
る
か
、ペ
ー

ス
ダ
ウ
ン
す
る
。
政
府
も
市

場
も
、
２
０
２
０
年
も
低
イ

ン
フ
レ
が
続
く
と
期
待
し
て

お
り
、
そ
れ
が
危
う
く
な
る

こ
と
は
な
い
」
と
、
投
資
顧

問
会
社
Ｐ
ｅ
ｚ
ｃ
ｏ
エ
コ
ノ

ミ
ク
ス
社
所
属
の
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
、
エ
ル
シ
オ
・
タ
ケ
ダ

氏
は
語
っ
て
い
る
。

　

８
月
３
０
日
に
始
ま
っ
た

北
東
部
へ
の
原
油
漂
着
（
そ

の
後
、
南
東
部
２
州
に
も
到

達
）
に
関
し
、
５
、６
日
に

実
施
さ
れ
た
ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー

リ
ャ
の
世
論
調
査
で
、
国
民

の
４
２
％
は
政
府
の
対
応
に

不
満
を
持
っ
て
い
る
事
が
判

明
し
た
と
２
３
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
な
ど
が
伝
え
た
。

　

１
６
歳
以
上
の
国
民

２
９
４
８
人
に
質
問
し
た
結

果
、
原
油
問
題
に
対
す
る
政

府
の
対
応
は
悪
／
最
悪
と
答

え
た
人
は
４
２
％
お
り
、
普

通
の
３
１
％
や
良
／
最
良
の

２
３
％
を
上
回
っ
た
。

　

性
別
で
見
る
と
、
女
性
で

は
、
悪
／
最
悪
が
４
４
％
、

普
通
が
３
０
％
、
良
／
最
良

が
２
０
％
で
、
評
価
が
よ
り

厳
し
い
。
他
方
、
男
性
は
、

悪
／
最
悪
３
９
％
、
普
通

３
２
％
、
良
／
最
良
２
６
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
別
に
見
る
と
、
原

油
漂
着
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
北
東
部
は
否

定
的
な
評
価
が
よ
り
高

い
。〈
北
東
部
〉
悪
／
最
悪

５
０
％
、
普
通
２
９
％
、
良

／
最
良
１
６
％
、〈
中
西

部
〉
悪
／
最
悪
４
１
％
、

普
通
３
１
％
、
良
／
最

良
２
４
％
、〈
南
東
部
〉

悪
／
最
悪
４
０
％
、
普

通
３
１
％
、
良
／
最
良

２
４
％
、〈
南
部
〉
悪
／
最

悪
３
５
％
、
普
通
３
０
％
、

良
／
最
良
２
９
％
、〈
北

部
〉
悪
／
最
悪
３
２
％
、

普
通
３
６
％
、
良
／
最
良

２
７
％
。

　

調
査
で
は
、
回
答
者
の

９
２
％
が
、
原
油
漂
着
に

つ
い
て
知
っ
て
い
る
と
答

え
た
。
大
卒
以
上
の
人
は
、

知
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
が

９
９
％
に
及
ん
だ
。

　

職
業
別
に
見
る
と
、
企
業

家
は
４
６
％
が
、
政
府
の
対

応
は
良
／
最
良
と
答
え
て
い

る
が
、
学
生
は
６
０
％
が
、

悪
／
最
悪
と
答
え
て
い
る
。

　

原
油
漂
着
問
題
は
１
０
０

日
以
上
経
っ
て
も
未
だ
に
解

決
し
て
お
ら
ず
、
２
０
日
ま

で
に
原
油
が
漂
着
し
た
場
所

は
、
北
東
部
９
州
と
南
東
部

２
州
（
エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト

と
リ
オ
）
の
海
岸
や
河
口
、

島
な
ど
、
全
９
８
０
カ
所
に

及
ん
で
い
る
。
漂
着
す
る
原

油
の
量
は
減
っ
て
い
る
が
、

な
っ
て
か
ら
だ
。

　

原
油
漂
着
で
は
、
観
光
業

者
な
ど
に
も
被
害
が
出
て
い

る
が
、
政
府
か
ら
の
支
援
の

話
は
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

聖
市
に
お
け
る
自
動
車
の

乗
り
入
れ
規
制
、
ロ
ジ
ー
ジ

オ
が
２
３
日
か
ら
来
月
１
０

日
ま
で
休
止
さ
れ
る
。
２
２

日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　
ロ
ジ
ー
ジ
オ
は
自
動
車
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
末
尾

番
号
に
よ
っ
て
、
市
中
央
部

へ
の
乗
り
入
れ
を
制
限
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
か

ら
年
始
に
か
け
て
は
、
毎
年
、

休
止
さ
れ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
期
間
中
も
、

ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
た

重
量
車
両
に
関
し
て
は
、
ロ

ジ
ー
ジ
オ
が
継
続
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
２
４
日
か
ら
は
、

イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公
園
付
近
で

の
ゾ
ナ
・
ア
ズ
ル
の
徴
収
も

中
止
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら

年
末
に
か
け
て
は
、
海
岸
部

に
下
り
る
人
が
増
え
、
車
の

通
行
量
も
急
激
に
増
え
る
た

め
、
飲
酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド

違
反
な
ど
の
取
り
締
ま
り
も

強
化
さ
れ
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

12月23日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.0799  R$
買　4.0792  R$

円相場
売　0.0373  R$
買　0.0373  R$

支持率が３０％割り込む
　

今
回
の
調
査
は
今
月
の
５

日
か
ら
８
日
に
か
け
て
全
国

１
２
７
市
で
行
わ
れ
た
も
の

で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の

支
持
率
は
２
９
％
と
な
り
、

３
０
％
を
下
回
っ
た
。

　

過
去
の
民
政
復
帰
後
の

選
挙
で
当
選
し
た
大
統
領

た
ち
の
同
時
期
と
比
べ
た
場

合
、
コ
ー
ロ
ル
氏
（
９
０
年
）

が
２
７
％
、
カ
ル
ド
ー
ゾ

氏
（
９
５
年
）
が
４
３
％
、

１
２
月
は
１
％
の
イ
ン
フ
レ

食
肉
価
格
高
騰
が
大
き
く
影
響

北
東
部
の
不
満
度
は
５
０
％
に

イボッピ
ボウソナロ政権

主
要
海
岸
４
割
が
海
水
浴
に
不
適

（２）２０１９年 第５３９６号 １２月 ２４日 （火曜日）

ＩＰＣＡ―１５

ロ
ジ
ー
ジ
オ
が
休
止
に

来
月
の
１
０
日
ま
で
の
間

聖 市

こ
と
を
同
教
授
は

特
に
心
配
し
て
お

り
、「
自
分
た
ち
が

海
水
浴
を
し
、
漁

業
を
行
う
海
に
排

水
を
流
す
な
ん
て

馬
鹿
げ
た
こ
と
が

続
い
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

下
院
は
１
１

日
、
国
内
の
水
道

事
業
に
私
企
業
が

参
加
す
る
こ
と

を
認
め
る
法
案

を
承
認
し
た
。
同

法
案
の
目
的
は

２
０
３
３
年
ま
で

に
国
内
全
て
の
排

水
を
適
切
に
処
理

す
る
こ
と
だ
が
、

漂
着
そ
の
も
の
は

１
２
月
に
な
っ
て

も
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
油
漂

着
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
北
東
部

の
漁
業
関
係
者
向

け
の
支
援
金
（
禁

漁
期
に
払
わ
れ

る
保
障
金
の
よ

う
な
形
の
保
険

金
、
９
９
８
レ
ア

ル
ず
つ
２
回
）
の

支
払
い
に
関
す
る

暫
定
令
が
出
た
の

は
１
１
月
２
９
日

で
、
実
際
の
支

払
い
は
今
月
の

１
６
、１
７
日
に

アラゴアス州の海岸に漂着した原油（１０月２２日、Felipe Brasil/
Instituto do Meio Ambiente de Alagoas / Divulgação）
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◎
紙
面
の
都
合
で
、
投
稿
を

一
部
割
愛
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
新
聞
や
雑
誌
の
文
章
を

書
き
写
し
た
も
の
は
、
著

作
権
侵
害
と
な
り
ま
す
。

一
部
引
用
す
る
事
は
可
能

で
す
が
、
そ
の
際
は
引
用

部
分
を
分
か
り
や
す
く
明

記
し
、
出
典
を
記
入
し
て

下
さ
い
。

◎
読
み
や
す
い
書
体
で

１
千
字
以
内
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。
多
す
ぎ
る
場

合
は
掲
載
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◎
写
真
の
掲
載
も
可
能
で

す
。
文
章
と
一
緒
に
送
っ

て
下
さ
い
。
た
だ
し
返
却

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
下
さ
い
。

◎
二
重
投
稿
は
ご
遠
慮
く

投
稿
者
に
お
ね
が
いだ

さ
い
。

◎
順
番
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
掲
載
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

了
承
下
さ
い
。

◎
電
話
番
号
と
住
所
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

◎
送
り
先
は
ニ
ッ
ケ
イ
新

聞
「
ぷ
ら
っ
さ
」
係
。

Ｅ
メ
ー
ル

 b
u

n
g

u
e

i.n
k

@
gm

ail.com

詩
人
は
そ
れ
な
り
の
基
準
を

サ
ン
パ
ウ
ロ

　
梅
崎
　
嘉
明

錆
び
た
ナ
イ
フ

パ
ラ
ナ
グ
ア

　
増
田
　
二
郎

　

先
週
の
日
曜
日
に
行
わ
れ

た
第
１
８
回
ク
リ
チ
バ
親
睦

懐
メ
ロ
大
会
で
、
５
０
年
前

に
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を
実

現
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
ま
だ
独
身
だ
っ

た
２
０
代
後
半
。
パ
ラ
ナ
グ

ア
日
会
の
出
場
歌
手
の
１
人

と
し
て
、
は
り
き
っ
て
歌
っ

た
の
が
〝
我
ら
の
裕
ち
ゃ
ん
〟

こ
と
石
原
裕
次
郎
の
ヒ
ッ
ト
曲

『
錆
び
た
ナ
イ
フ
』
で
し
た
。

　

あ
の
当
時
の
裕
ち
ゃ
ん
は
、

日
活
映
画
の
ス
ー
パ
ー
ド
ル

箱
ス
タ
ー
で
、『
嵐
を
呼
ぶ

男
』『
俺
は
待
っ
て
る
ぜ
』
さ

ら
に
『
風
速
４
０
メ
ー
ト
ル
』

や
『
銀
座
の
恋
の
物
語
』
な

ど
の
歌
と
映
画
に
矢
継
ぎ
早

に
出
演
し
、
日
本
中
を
興
奮

の
坩
堝
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。

遠
く
離
れ
た
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル

で
も
、
彼
の
出
演
す
る
映
画

ブ
ラ
ジ
ル
紅
白
歌
合
戦
を
見
て

サ
ン
パ
ウ
ロ

　
前
田
　
文
子

国
士
舘
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
会
創
立
20
周
年

サ
ン
ロ
ッ
ケ

　
黒
木
美
佐
子

　

ま
ず
は
ブ
ラ
ジ
ル
紅
白
歌

合
戦
の
大
成
功
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
、
援
護
協
会

創
立
６
０
周
年
特
別
番
組
を

組
み
入
れ
た
の
は
さ
す
が
ぁ

―
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
か

ら
の
歩
み
の
箱
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
４
０

年
前
の
事
を
再
現
で
き
る
と

　

ペ
ン
を
執
る
の
が
少
々
遅

れ
ま
し
た
が
、
今
日
は
サ
ン

ヤ
ク
ザ
の
お
か
み
さ
ん

サ
ン
パ
ウ
ロ

　
森
田
　
幸
子

ロ
ッ
ケ
国
士
舘
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
国
士
舘

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
会
に
つ

い
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

去
る
１
０
月
２
７
日
、
国

士
舘
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好

会
は
、
創
立
２
０
周
年
記
念

行
事
を
行
い
ま
し
た
。
早
い

も
の
で
１
０
周
年
が
過
ぎ
、

も
う
２
０
周
年
。
現
在
、
５

代
目
会
長
・
橋
詰
明
夫
氏
の

も
と
、
な
ご
や
か
な
催
し
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
の
会
員

数
は
百
名
余
り
で
す
。

　

か
ね
て
か
ら
「
式
典
は
内

輪
で
」
と
い
う
事
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
の
ゴ

ル
フ
場
設
定
の
為
、
大
変
ご

尽
力
下
さ
っ
た
イ
タ
ペ
チ
ニ
ン

ガ
の
伊
藤
み
の
る
様
を
は
じ

め
、サ
ン
パ
ウ
ロ
文
協
、マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
連
盟
会
長
を
お
招

き
し
、〝
も
ち
よ
り
〟
の
ご
馳

走
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
も
と
も

と
桜
の
木
が
数
十
本
余
り
、

６
月
末
に
な
る
と
オ
キ
ナ
ワ

桜
が
満
開
で
す
。
国
士
舘
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
桜
祭
り

で
お
な
じ
み
の
場
所
で
す
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
２
０

年
前
、
初
代
会
長
・
白
旗

信
氏
が
日
本
か
ら
持
ち
帰

り
、
イ
ビ
ウ
ー
ナ
の
フ
ル

ヤ
パ
ー
ク
で
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
変
素
晴

ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

事
に
多
く
の
人
々
が
賛
同
し
、

何
と
か
国
士
舘
に
も
出
来
な

い
も
の
か
と
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
文

協
の
役
員
の
方
と
も
話
し
合

い
が
も
た
れ
、
実
行
に
至
っ

た
も
の
で
し
た
。

　

ま
ず
第
１
コ
ー
ス
１
８

ホ
ー
ル
が
出
来
上
が
り
、
次

は
第
２
コ
ー
ス
造
成
が
目
標

と
な
り
、
伊
藤
氏
の
ご
協
力

は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
甚
大
な

も
の
で
し
た
。
ユ
ー
カ
リ
林

の
掘
り
起
こ
し
、
整
地
、
芝

植
等
々
、
会
員
一
同
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
恩
恵
で
す
。
今

は
ヤ
シ
の
樹
、
マ
ナ
カ
、
イ

ペ
ー
、
梅
等
、
四
季
の
花
も

咲
く
ゴ
ル
フ
場
で
す
。

　

毎
週
、
暇
を
見
つ
け
て
は

火
、
金
、
土
、
日
曜
日
、
常

時
３
０
名
程
の
愛
好
者
が

ボ
ー
ル
を
打
ち
、
歩
い
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場

の
手
入
れ
も
、
以
前
は
鍬
や

か
ま
で
の
協
同
作
業
で
し
た

が
、
今
は
芝
刈
り
は
ト
ラ
ク

タ
ー
で
す
。

　

今
回
の
創
立
２
０
周
年
の

記
念
品
が
ユ
ニ
ー
ク
で
し
た
。

こ
の
ゴ
ル
フ
場
設
置
当
時
、

周
辺
に
植
え
た
杉
の
樹
が
成

長
し
て
高
く
伸
び
、
倒
れ
た

り
近
所
に
迷
惑
を
か
け
た
り

で
、
思
い
き
っ
て
伐
採
し
た

の
で
す
が
、
何
と
そ
の
木
を

輪
切
に
し
た
も
の
に
記
念
文

字
を
焼
き
込
ん
で
、
何
よ
り

上
等
の
記
念
品
と
な
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
は
各
地
方
へ
広
が
り
、

愛
好
者
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
中
に

増
え
、
連
盟
を
作
る
ま
で
に

発
展
し
ま
し
た
。
現
在
、
年

間
必
ず
ど
こ
か
の
主
催
で
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
６
０
代
は
も

ち
ろ
ん
、
７
０
歳
、
８
０
歳

は
ま
だ
若
い
、
９
０
歳
の
青

年
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
私
共
に
は
似
合
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
だ
と
、
喜
ん
で
い
ま

す
。

　

皆
様
も
ど
う
ぞ
試
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

は
い
つ
も
満
員
で
し
た
。

　

日
活
の
男
優
は
他
に
も
小

林
旭
や
宍
戸
錠
な
ど
大
勢

い
ま
し
た
が
、
裕
ち
ゃ
ん
は

ダ
ン
ト
ツ
で
し
た
。
小
林
旭

な
ど
は
「
俺
が
血
を
吐
く
思

い
で
頑
張
り
努
力
し
て
も
、

奴
は
遊
び
半
分
の
様
に
演
じ
、

人
気
で
も
興
行
成
績
で
も
俺

の
上
だ
！
」
と
悔
し
涙
を
流

し
た
と
か
…
。

　

あ
の
当
時
、
コ
ロ
ニ
ア
の
の

ど
自
慢
大
会
や
演
芸
会
な
ど

で
は
、『
赤
と
黒
の
ブ
ル
ー
ス
』

『
お
ん
な
船
頭
唄
』『
別
れ
の

一
本
杉
』『
熊
祭
（
い
よ
ま
ん

て
）の
夜
』な
ど
、鶴
田
浩
二
、

三
橋
美
智
也
、
さ
ら
に
春
日

八
郎
や
伊
藤
久
雄
な
ど
、
し

ぶ
い
歌
曲
が
幅
を
利
か
せ
て

い
ま
し
た
。
裕
ち
ゃ
ん
の
曲

は
、独
身
青
年
た
ち
が
こ
ぞ
っ

て
歌
う
十
八
番
で
し
た
。

　

僕
も
青
年
時
代
に
出
場
し

た
時
な
ど
は
、
舞
台
で
上
が

ら
ぬ
よ
う
猛
練
習
を
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
少
し
で
も
足

が
長
く
見
え
る
よ
う
に
と
、

分
か
ら
な
い
よ
う
に
靴
底
を

２
セ
ン
チ
程
底
上
げ
し
た
り

と
、
人
に
言
え
ぬ
苦
労
を
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会

当
日
に
曲
の
鉢
合
わ
せ
が
分

か
り
、
ラ
イ
バ
ル
が
俺
よ
り

上
手
だ
な
ど
と
、
入
賞
カ
ッ

プ
が
遠
の
く
の
が
勘
で
分
か
っ

て
い
た
事
な
ど
、
懐
か
し
く

思
い
出
し
ま
し
た
。

　

で
も
今
回
は
違
い
ま
す
。

同
じ
８
０
歳
以
上
の
部
で

も
、
ス
パ
ー
や
エ
ス
ト
ラ
、
ベ

テ
ラ
ン
Ａ
と
Ｂ
な
ど
、
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
い
て
、

出
場
回
数
の
少
な
い
僕
は
Ａ

ラ
ン
ク
で
出
場
出
来
て
、
有

利
な
立
場
で
歌
え
た
の
で
し

た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
日
の
出

演
番
号
は
僕
の
生
ま
れ
年
、

１
９
３
９
年
の
３
９
番
で

す
。
力
士
や
野
球
選
手
が

よ
く
ゲ
ン
担
ぎ
を
す
る
と
言

い
ま
す
が
、
僕
も
「
今
年
は

幸
先
が
良
い
ぞ
！
」
と
思
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
出
場
者

１
０
７
名
の
３
９
番
で
す
か

ら
、
昼
食
前
に
歌
え
る
と
い

う
、
こ
れ
ま
た
ラ
ッ
キ
ー
が

重
な
り
、「
今
年
は
案
外
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
ひ
ょ
っ
と
す

る
の
で
は
？
」
と
気
分
的
に

も
楽
な
気
持
ち
で
歌
え
た
の

が
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

終
わ
っ
て
み
れ
ば
優
勝
杯

を
手
に
、
そ
し
て
ス
パ
ー
の

部
準
優
勝
の
２
歳
年
上
の
姉

と
記
念
写
真
に
納
ま
る
事
が

出
来
た
の
で
し
た
。
た
だ
残

念
だ
っ
た
の
は
、
去
年
の
懐
メ

ロ
、
一
昨
年
の
歌
謡
大
会
と
、

７
０
代
、
新
人
の
部
で
準
優

勝
し
て
い
た
妻
が
、
今
年
は

０
．
６
の
差
で
カ
ッ
プ
を
逃

が
し
た
事
で
す
。

　

後
で
分
か
っ
た
事
で
す
が
、

そ
れ
は
自
分
の
出
演
番
号
に

合
わ
せ
、
着
替
室
で
余
裕
を

持
っ
て
お
化
粧
直
し
を
し
て

い
た
ら
、
進
行
係
か
ら
「
増

田
さ
ん
、
前
の
歌
手
２
人
が

棄
権
し
た
の
で
急
い
で
下
さ

い
！
」
と
急
か
さ
れ
、
平
常

心
を
失
い
、
普
段
ど
お
り
落

ち
着
い
て
楽
し
く
歌
う
事
が

出
来
ず
、
０
．
６
に
泣
い
た

の
で
し
た
。

　

で
も
後
で
思
い
ま
し
た
よ

―
「
か
み
さ
ん
が
３
年
続
け

て
入
賞
カ
ッ
プ
を
手
に
し
て

い
た
ら
、
立
つ
瀬
が
な
く
な
っ

ち
ゃ
い
ま
す
よ
。
だ
っ
て
こ
っ

ち
は
青
年
時
代
か
ら
歌
っ
て

い
る
の
に
、
彼
女
は
孫
が
出

来
て
か
ら
だ
も
ん
ね
。
こ
の

天
の
采
配
に
感
謝
」。

　

そ
し
て
午
後
４
時
、
無

事
大
会
は
終
了
。
大
型
バ

ン
で
参
加
し
た
こ
の
日
の

成
績
は
、
カ
ラ
オ
ケ
部
長

の
和
恵
さ
ん
が
７
０
代
ベ

テ
ラ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
優

勝
。
６
０
代
で
も
ベ
テ
ラ
ン

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
取
り
上

げ
る
作
品
は
作
者
を
誹
謗
す

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
御

寛
容
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
日
い
ち
に
ち
歩
み
確
か
に

孫
娘　

手
術
あ
が
り
の
吾
を

励
ま
す

　

こ
の
作
品
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
言
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く

解
る
し
、
こ
れ
で
良
し
と
す

る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
厳
密
に
見
る
と
一
首
の

中
に
感
情
が
二
つ
あ
っ
て
、
そ

の
上
下
が
一
首
と
し
て
う
ま

く
盛
り
上
が
っ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
。

　

上
句
は
歩
き
は
じ
め
た
孫

を
い
つ
く
し
む
祖
父
の
気
持
、

下
句
は
そ
の
幼
い
孫
が
お
じ

い
さ
ん
の
手
術
を
励
ま
し
て

い
る
の
で
す
。
歩
き
は
じ
め

た
幼
い
孫
が
お
じ
い
さ
ん
の

手
術
を
励
ま
す
、
と
し
た
所

に
も
無
理
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
場
合
、
孫
に
作
者
の

感
情
を
加
え
な
い
で
、
大
人

の
孫
と
し
て
『
手
術
し
た
吾

を
励
ま
し
て
く
れ
た
』
と
す

れ
ば
、
感
動
が
一
つ
に
盛
り

上
が
っ
て
佳
作
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　

最
近
の
コ
ロ
ニ
ア
の
短
歌

は
一
首
の
中
に
幾
つ
も
の
感
情

が
入
っ
た
り
、
幾
つ
も
の
情
景

を
重
ね
て
内
容
の
漠
然
と
し

た
作
品
が
よ
く
あ
っ
て
、
そ

れ
が
当
た
り
前
と
し
て
通
っ

て
い
ま
す
。

　

も
う
一
首
、
情
景
の
重
な
っ

た
作
品
。

◎
透
け
る
花
瓶
輝
く
陽
射
し

に
一
日
か
ぎ
り
か
ア
ン
ツ
リ

ウ
ム
の
赤
い
し
わ
じ
わ

　

短
歌
と
し
て
五
七
五
の
リ

ズ
ム
も
良
く
な
い
し
、『
透

け
る
花
瓶
』『
輝
く
陽
射
し
』

『
ア
ン
ツ
リ
ウ
ム
の
赤
い
花
』

と
情
景
が
多
す
ぎ
て
一
首
と

し
て
の
盛
り
上
げ
が
漠
然
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
な
ど
は

何
行
に
も
区
切
っ
て
詩
と
す

れ
ば
良
く
な
り
ま
す
。

透
け
る
花
瓶
に

陽
射
し
の
強
く

ア
ン
ツ
リ
ウ
ム
の

赤
い
花
は
し
わ
じ
わ
と
な
る

こ
う
す
れ
ば
意
味
が
良
く
通

じ
ま
す
。

　

何
を
ど
う
詠
ん
で
も
い
い
、

自
由
だ
と
言
わ
れ
て
も
、
短

歌
は
短
歌
と
し
て
、
俳
句
、

詩
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
、

韻
律
が
あ
っ
て
、
そ
の
規
約

の
も
と
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
そ
の
基
本
ぐ
ら
い

は
一
応
身
に
つ
け
た
い
も
の
で

す
。

　

次
に
、
初
歩
的
な
こ
と
で

　

日
系
コ
ロ
ニ
ア
の
短
歌
界

は
、
一
人
一
傾
向
な
ど
と
言

わ
れ
て
自
由
自
在
に
詠
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に

富
ん
で
い
て
悪
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
自
由
す

ぎ
て
作
者
の
基
準
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
い
い
作
品
を
詠

ま
れ
た
と
感
心
し
て
い
る
と
、

次
に
は
ぱ
っ
と
し
な
い
作
品
に

出
合
う
こ
と
が
度
々
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

な
ぜ
そ
う
な
の
か
、
次
に

作
品
を
あ
げ
て
、
お
互
い
に

は
、
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
ん
て
素
晴
ら
し

い
企
画
！

　

そ
の
中
で
の
、
藤
瀬
圭
子

さ
ん
ん
の
、
い
つ
も
な
が
ら
の

心
の
こ
も
っ
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
隣
の
席
、
前
の
席
の
人

も
泣
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

紅
白
（
赤
２
人
、
白
２
人
）

Ｃ
の
部
で
智
美
さ
ん
が
優
勝
、

２
位
に
貞
三
君
と
、
６
人
出

場
の
う
ち
カ
ッ
プ
４
個
の
好

成
績
で
凱
旋
出
来
た
今
回
の

懐
メ
ロ
大
会
で
し
た
。

の
不
慣
れ
な
司
会
者
へ
の
勇

気
付
け
、
先
輩
と
し
て
の
思

い
や
り
に
も
感
心
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
特
に
、
出
演
者
全

員
、
一
段
と
舞
台
マ
ナ
ー
が

素
晴
ら
し
く
、
朝
か
ら
夕
方

ま
で
の
長
い
時
間
、
ト
イ
レ

に
行
く
時
間
も
も
っ
た
い
な

く
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

藤
瀬
圭
子
さ
ま
、
Ｎ
Ａ

Ｋ
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
、
ど
う
か
良
い
お

年
を
！　

そ
し
て
来
年
も
頑

張
っ
て
下
さ
い
！　

懐
か
し
い

日
本
の
歌
を
生
で
楽
し
め
る

シ
ョ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

が
長
寿
祝
い
の
色
と
さ
れ
て

い
る
と
の
事
で
、
紫
色
を
好

ん
で
着
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
何
十
年
振
り
か

で
友
人
の
Ｍ
氏
と
久
し
振
り

に
出
会
い
ま
し
た
。
私
を
見

る
な
り
、「
本
当
に
さ
っ
ち
ゃ

ん
か
？
」。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

花
嫁
の
姿
し
か
知
ら
な
い
Ｍ

氏
。
顔
面
神
経
痛
を
３
回
も

病
み
、
や
さ
し
い
顔
は
き
つ

い
目
付
き
に
な
り
、
外
出
す

る
勇
気
も
な
く
、
す
っ
か
り

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
…
。
あ
る

Ｃ
氏
の
後
押
し
で
、
月
１
回

の
会
合
に
メ
ト
ロ
に
乗
っ
て
外

出
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｍ
氏
い
わ
く
、「
今
の
さ
っ

ち
ゃ
ん
の
顔
は
ヤ
ク
ザ
の
お

か
み
さ
ん
の
顔
だ
。
ど
っ
し

り
構
え
て
、
き
つ
い
目
付
き

で
子
分
を
操
る
〝
ヤ
ク
ザ
の

お
か
み
さ
ん
〟
だ
」。

　

そ
れ
も
そ
う
か
も
知
れ
な

い
。
恐
い
も
の
が
な
く
な
っ
て

ど
っ
し
り
構
え
る
私
は
〝
ヤ

ク
ザ
の
お
か
み
さ
ん
〟。
私
は

こ
の
言
葉
が
う
れ
し
く
思
え

ま
し
た
。
一
歩
前
進
し
た
証

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
生
き

て
い
る
証
で
も
あ
る
の
だ
―
。

友
人
か
ら
喜
寿
の
お
祝
い
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
紫
色

嫁
の
花
の
カ
ン
ザ
シ
、
ど
こ
へ

や
ら
―
。
今
年
で
７
７
歳
、

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
来
て
５
７
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
あ
の
花

す
が
、
例
に
あ
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。

い
ち
は
つ
の
花
咲
き
い
で
て

我
が
目
に
は
今
年
ば
か
り
の

春
行
か
む
と
す

　
　
　
　
　
　

正
岡　

子
規

　
『
い
ち
は
つ
の
花
咲
き
い
で

て
』
と
感
情
を
加
え
な
い
で

情
景
を
客
観
描
写
し
、
下
句

で
病
身
で
あ
る
自
分
は
恐
ら

く
来
年
は
こ
の
花
は
見
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
、
と
詠
嘆
し
た

秀
歌
と
な
っ
て
い
ま
す
。
短

歌
は
こ
の
よ
う
に
上
句
で
情

景
描
写
、
下
句
で
自
分
の
思

い
を
表
現
し
た
二
段
構
え
が

基
本
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
解
っ
て
い
る
、

と
笑
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
そ

の
基
本
を
無
視
し
た
作
品
を

時
々
見
か
け
る
の
で
す
。

　

勿
論
、
現
在
は
短
歌
は
複

雑
で
、
千
差
万
別
で
一
概
に

決
め
付
け
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
基
本
ぐ

ら
い
は
心
に
と
め
て
、
そ
の

上
で
自
由
自
在
に
詠
ん
で
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

日
本
あ
た
り
の
結
社
で
は

（
全
部
と
は
言
え
な
い
）、
傾

向
に
も
厳
し
い
し
、
口
語
、

文
語
な
ど
の
使
い
分
け
、
混

同
し
な
い
よ
う
注
意
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
我
々
日
系
コ
ロ

ニ
ア
で
は
全
く
無
頓
着
に
詠

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
忠
告
す
る
先
輩
も

少
な
く
な
っ
た
現
在
、
俳
句

と
川
柳
、
短
歌
と
詩
の
区
別

な
く
、
暗
中
模
索
で
詠
み
続

け
る
（
全
部
で
は
な
い
）
よ

う
で
は
、
コ
ロ
ニ
ア
文
芸
界

の
将
来
が
思
い
や
ら
れ
る
の

で
、
自
由
自
在
は
い
い
と
し

て
も
、
お
互
い
に
自
分
の
傾

向
、
立
場
を
し
っ
か
り
ふ
ま

え
て
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

妄
言
多
謝
。
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樹  

海

じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
か
い

ポルトガル語
ご

翻
ほん

訳
やく

版
ばん

『O MUNDO AGRADECE! COISAS 

DO JAPÃO』

拡
か く

大
だ い

版
ば ん

愛あ

い

読ど

く

者し

ゃ

の
皆み

な

さ
ま
に
感か

ん

謝し

ゃ

の
一い

ち

年ね

ん

！

　

２
０
１
９
年ね

ん

は
読ど

く

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ん
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
年と

し

だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

　

昨さ
く

年ね
ん

末ま
つ

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

が
廃は

い

刊か
ん

し
た
こ
と
の
余よ

波は

が
、
繰く

り
返か

え

す
波な

み

の
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
な
場ば

面め
ん

で
押お

し
寄よ

せ
て
き
た
。
取し

ゅ

材ざ
い

依い

頼ら
い

が
例れ

い

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うに
多お

お

い
と
感か

ん

じ
た
の

は
、
そ
の
一い

ち

例れ
い

だ
。

　

年と
し

明あ

け
に
４
０
０
人に

ん

ほ
ど

の
サ
紙し

読ど
く

者し
ゃ

が
弊へ

い

紙し

に
移う

つ

っ

て
き
て
く
れ
た
。
別べ

つ

の
新し

ん

聞ぶ
ん

を
読よ

む
と
い
う
決け

つ

断だ
ん

は
、
読ど

く

者し
ゃ

に
と
っ
て
大お

お

き
な
、
重お

も

い
も

の
だ
と
承

し
ょ
う

知ち

し
て
い
る
。
心

こ
こ
ろ

か
ら
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
い
。

　

サ
紙し

読ど
く

者し
ゃ

の
多お

お

く
は
購こ

う

読ど
く

料り
ょ
うを
年ね

ん

末ま
つ

年ね
ん

始し

に
払は

ら

っ
て
い

た
と
聞き

く
。
つ
ま
り
翌よ

く

年と
し

の

購こ
う

読ど
く

料り
ょ
うを
払は

ら

っ
た
ば
か
り
の

と
こ
ろ
で
、「
寝ね

耳み
み

に
水み

ず

」
の

よ
う
に
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

に
廃は

い

刊か
ん

と
な

り
、
頭あ

た
ま
に
来き

た
読ど

く

者し
ゃ

も
多た

数す
う

い
た
と
聞き

く
。

　

そ
の
余よ

波は

を
受う

け
て
、「
ど

う
せ
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

も
す
ぐ

に
潰つ

ぶ

れ
る
。
乗の

り
移う

つ

っ
て
す

ぐ
に
潰つ

ぶ

れ
た
ら
、
嫌い

や

な
思お

も

い

を
繰く

り
返か

え

す
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
な
ら
、
も
う
購こ

う

読ど
く

し
な

く
て
い
い
」
と
読よ

ま
な
く
な

っ
た
方か

た

も
多た

数す
う

い
る
と
い
う

話は
な
しも
方ほ

う

々ぼ
う

で
聞き

い
た
。

　

逆ぎ
ゃ
く

に
い
え
ば
、「
そ
れ
だ

け
サ
ン
パ
ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

を
愛あ

い

読ど
く

し
て
い
た
」
か
ら
こ
そ
受う

け

た
廃は

い

刊か
ん

の
ト
ラ
ウ
マ
、
シ
ョッ

ク
だ
ろ
う
。
ま
っ
た
く
無む

理り

も
な
い
話は

な
し

だ
。
実じ

っ

際さ
い

の
と
こ

ろ
４
０
年ね

ん

、
５
０
年ね

ん

も
愛あ

い

読ど
く

し
て
い
た
新し

ん

聞ぶ
ん

か
ら
、
あ
る

日ひ

突と
つ

然ぜ
ん

「
廃は

い

刊か
ん

し
ま
す
」
と

宣せ
ん

言げ
ん

さ
れ
、
そ
の
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

後ご

に
実じ

っ

際さ
い

に
こ
な
く
な
る
―
と

い
う
経け

い

験け
ん

は
悪あ

く

夢む

だ
。

　

し
か
も
、
晴は

れ
晴ば

れ
と
し

た
期き

待た
い

感か
ん

一い
っ

杯ぱ
い

の
気き

分ぶ
ん

で
読よ

み
た
い
新し

ん

年ね
ん

号ご
う

が
、
最さ

い

後ご

の

号ご
う

に
な
っ
た
。「
２
０
１
９

年ね
ん

は
、
な
ん
と
い
う
嫌い

や

な
形

か
た
ち

で
始は

じ

ま
っ
た
新し

ん

年ね
ん

か
…
」
と

嘆な
げ

い
た
サ
紙し

読ど
く

者し
ゃ

も
多お

お

か
ろ

う
と
想そ

う

像ぞ
う

す
る
。

　

と
は
い
え
、
邦ほ

う

字じ

紙し

全ぜ
ん

体た
い

と
し
て
み
れ
ば
、
た
と
え
ど

の
新し

ん

聞ぶ
ん

の
読ど

く

者し
ゃ

で
あ
れ
「
邦ほ

う

字じ

紙し

を
愛あ

い

読ど
く

し
て
く
れ
て
い

た
」
と
い
う
事じ

実じ
つ

は
誠ま

こ
と
に
あ

り
が
た
い
。
早は

や

く
そ
の
ト
ラ

ウ
マ
が
癒い

え
て
く
れ
る
こ
と

を
心こ

こ
ろ
か
ら
祈い

の

り
た
い
。

　

こ
の
本ほ

ん

が
、
で
き
る
だ
け

多お
お

く
の
日に

っ

系け
い

家か

庭て
い

に
常

じ
ょ
う

備び

さ

れ
る
こ
と
で
、
三さ

ん

世せ
い

、
四よ

ん

世せ
い

、

五ご

世せ
い

が
ふ
と
、「
自じ

分ぶ
ん

は
ど
こ

か
ら
き
た
の
か
」「
自じ

分ぶ
ん

は
な

ぜ
今い

ま

こ
こ
に
い
る
の
か
」「
何な

に

を
す
る
べ
き
な
の
か
」
な
ど
と

ル
ー
ツ
に
関か

ん

す
る
疑ぎ

問も
ん

を
感か

ん

じ
た
時と

き

に
、
紐ひ

も

解と

い
て
も
ら

え
る
の
で
は
と
考か

ん
が
え
て
い
る
。

　

三さ
ん

世せ
い

、
四よ

ん

世せ
い

が
こ
の
本ほ

ん

を

開ひ
ら

け
ば
、
自じ

分ぶ
ん

と
い
う
存そ

ん

在ざ
い

の
貴き

重ち
ょ
うさ
に
気き

付づ

く
は
ず
だ
。

「
皇こ

う

室し
つ

」
と
い
う
１
千せ

ん

年ね
ん

を

軽か
る

々が
る

と
超こ

え
る
、
世せ

界か
い

史し

の

中な
か

で
も
稀ま

れ

に
見み

る
存そ

ん

在ざ
い

が
、

わ
ざ
わ
ざ
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
た
め

に
ブ
ラ
ジ
ル
ま
で
た
び
た
び

足あ
し

を
運は

こ

ん
で
く
れ
る
の
は
な

ぜ
か
。

　

第だ
い

１
２
６
代だ

い

天て
ん

皇の
う

で
あ
る

今き
ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

も
、
移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

で
当と

う

地ち

に
足あ

し

を
運は

こ

ば
れ
、
本ほ

ん

紙し

で
は
そ
の
折お

り

に
も
写し

ゃ

真し
ん

集し
ゅ
う

『
百

ひ
ゃ
く

年ね
ん

目め

の
肖

し
ょ
う

像ぞ
う

―
邦ほ

う

字じ

紙し

が
追お

っ
た
２
０
０
８
年ね

ん

』
を

刊か
ん

行こ
う

し
た
。

　

今こ

年と
し

１
０
月が

つ

の
即そ

く

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の
儀ぎ

の
折お

り

、
あ
の
写し

ゃ

真し
ん

集し
ゅ
う

を
と
り
だ
し
て
、
ま
ざ
ま
ざ

ま
と
ご
覧ら

ん

に
な
っ
た
読ど

く

者し
ゃ

も

多お
お

い
の
で
は
な
い
か
。
リ
オ
の

ポ
ン
・
デ
・
ア
ス
ー
カ
ル
の

上う
え

で
カ
メ
ラ
を
片か

た

手て

に
微ほ

ほ

笑え

む
姿す

が
た

な
ど
、
素す

顔が
お

の
陛へ

い

下か

を

垣か
い

間ま

見み

ら
れ
る
貴き

重ち
ょ
うな
写し

ゃ

真し
ん

が
収お

さ

め
ら
れ
て
い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
眞ま

子こ

さ
ま
写し

ゃ

真し
ん

集し
ゅ
う

か
ら
も
、「
日に

本ほ
ん

と
い
う
国く

に

の

長な
が

い
、
長な

が

い
歴れ

き

史し

の
流な

が

れ
の

延え
ん

長ち
ょ
う

線せ
ん

上じ
ょ
うに
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し

て
の
自じ

分ぶ
ん

が
い
る
こ
と
」「
平ひ

ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

、
ノ
ロ
エ
ス
テ
地ち

方ほ
う

、
ト
メ
ア
ス
ー
移い

住じ
ゅ
う

地ち

を

は
じ
め
と
す
る
明め

い

治じ

以い

来ら
い

の

数か
ぞ

え
き
れ
な
い
移い

住じ
ゅ
うに
関か

ん

す

る
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

」「
多お

お

く
の
善ぜ

ん

意い

や
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

の
積つ

み
重か

さ

ね

の
上う

え

に
、
今い

ま

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

あ
る
こ
と
」
が
感か

ん

じ
ら
れ
る

　

本ほ
ん

紙し

は
今こ

年と
し

６
月が

つ

に
、
日に

本ほ
ん

で
『
移い

民み
ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

』（
無む

明み
ょ
う

舎し
ゃ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
１
５
０
レ
ア
ル
）

も
刊か

ん

行こ
う

し
た
。

　

な
ぜ
地ち

球き
ゅ
うの
反は

ん

対た
い

に
あ
る

ブ
ラ
ジ
ル
に
２
５
万ま

ん

人に
ん

も
の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
渡わ

た

っ
た
の
か
。「
明め

い

治じ

」
と
い
う
時じ

代だ
い

の
、
ど
ん

な
背は

い

景け
い

の
中な

か

か
ら
大た

い

量り
ょ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
押お

し
出だ

さ
れ
る
よ
う

に
地ち

球き
ゅ
うの
反は

ん

対た
い

側が
わ

ま
で
渡わ

た

っ
て

い
っ
た
の
か
。

　

そ
し
て
「
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

と
い
う
存そ

ん

在ざ
い

は
、
近き

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

史し

か
ら
忘わ

す

れ
ら
れ
た
存そ

ん

在ざ
い

に
な
っ
て
い
な
い
か
。
正た

だ

し

く
歴れ

き

史し

の
中な

か

に
組く

み
込こ

ま
れ

て
い
る
か
」
と
い
う
問と

い
か
け

を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
時じ

代だ
い

な
ら
で
は
の
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

が
近き

ん

隣り
ん

に
押お

し
寄よ

せ
る
生せ

い

活か
つ

環か
ん

境き
ょ
うに
な
っ
た
日に

本ほ
ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
対た

い

す
る
、
移い

民み
ん

大た
い

国こ
く

ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

か
ら

『移
い

民
み ん

と日
に

本
ほ ん

人
じ ん

』（無
む

明
みょう

舎
し ゃ

出
しゅっ

版
ぱ ん

、２０１９年
ね ん

）

『
眞ま

子こ

さ
ま
ご
来ら

い

伯は

く

記き

念ね

ん

写し

ゃ

真し

ん

集
し
ゅ
う

／
日に

本ほ

ん

文ぶ

ん

化か

第だ

い

９
号ご

う

』

タ
は
尽つ

き
な
い
」
ど
こ
ろ
か

「
こ
な
し
き
れ
て
い
な
い
」
の

が
現げ

ん

状じ
ょ
うだ
。

　

興
き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
こ
と
に
、
日に

本ほ
ん

語ご

で
記き

事じ

が
出で

た
こ
と
で
、

取し
ゅ

材ざ
い

依い

頼ら
い

を
し
て
き
た
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

は
「
そ
の
案あ

ん

件け
ん

は
国こ

く

際さ
い

的て
き

に
も
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
て
い
る
」

と
ブ
ラ
ジ
ル
側が

わ

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

や
官か

ん

憲け
ん

に
見み

せ
て
、
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
い
う
風ふ

う

に
も
使つ

か

わ

れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
忙い

そ
が

し
い
取し

ゅ

材ざ
い

の
合あ

い

間ま

を
縫ぬ

っ
て
、
今こ

年と
し

は
３
冊さ

つ

の
本ほ

ん

を
刊か

ん

行こ
う

し
た
。
ざ
っ
と

そ
れ
を
振ふ

り
返か

え

っ
て
み
た
い
。

子し

孫そ
ん

に
読よ

ん
で
ほ
し
い
『
眞ま

子こ

さ
ま
写し

ゃ

真し
ん

集し
ゅ
う』

　

眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
ご
出

し
ゅ
っ

席せ
き

さ
れ
、
盛せ

い

大だ
い

に
祝い

わ

わ
れ
た

昨さ
く

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

ポ
語ご

読ど
く

者し
ゃ

開か
い

拓た
く

で
生い

き
残の

こ

り

　
こ
の
よ
う
に
今こ

年と
し

、
貧び

ん

乏ぼ
う

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

な
が
ら
も
３
冊さ

つ

、
本ほ

ん

を

刊か
ん

行こ
う

し
た
。『
眞ま

子こ

さ
ま
写し

ゃ

真し
ん

集し
ゅ
う』
は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

向む

け
、『
移い

民み
ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

』
は
日に

本ほ
ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

向む

け
、『CO

ISA
S D

O
 

JA
P

Ã
A

O

』
は
一い

っ

般ぱ
ん

ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

向む

け
と
い
う
基き

本ほ
ん

的て
き

な

方ほ
う

向こ
う

性せ
い

で
発は

っ

行こ
う

し
た
。
今い

ま

の
と

こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
好こ

う

評ひ
ょ
うな
の
で

胸む
ね

を
な
で
下お

ろ
し
て
い
る
。

　

来ら
い

年ね
ん

に
向む

け
て
は
、
す
で

に
『
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

』
第だ

い

１
０
巻か

ん

、

『
日に

本ほ
ん

史し

』
な
ど
の
刊か

ん

行こ
う

準じ
ゅ
ん

備び

に
入は

い

っ
た
。

　

新し
ん

聞ぶ
ん

に
は
「
今い

ま

コ
ロ
ニ
ア
で

起お

き
て
い
る
こ
と
を
読ど

く

者し
ゃ

に
知し

ら
せ
て
注

ち
ゅ
う

意い

喚か
ん

起き

す
る
」「
移い

民み
ん

史し

に
残の

こ

す
べ
き
こ
と
を
記き

録ろ
く

す
る
」
な
ど
の
役や

く

割わ
り

が
あ
る
。

通つ
う

常じ
ょ
うの
新し

ん

聞ぶ
ん

発は
っ

行こ
う

に
加く

わ

え
て
、

こ
の
よ
う
な
本ほ

ん

の
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

事じ

業ぎ
ょ
うを

続つ
づ

け
る
の
は
、
正

し
ょ
う

直じ
き

言い

っ
て
か

な
り
重お

も

荷に

だ
。
だ
が
、
本ほ

ん

に

は
本ほ

ん

の
役や

く

割わ
り

が
あ
る
。

　

新し
ん

聞ぶ
ん

読ど
く

者し
ゃ

の
理り

解か
い

が
あ
る

限か
ぎ

り
、
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

は
続つ

づ

く
。
移い

民み
ん

社し
ゃ

会か
い

の
宿

し
ゅ
く

命め
い

と
し
て
日に

本ほ
ん

語ご

の
読ど

く

者し
ゃ

は
減へ

る
と
し
て
も
、

そ
の
分ぶ

ん

、
ポ
語ご

の
読ど

く

者し
ゃ

を
開か

い

拓た
く

す
れ
ば
生い

き
残の

こ

れ
る
は
ず
だ
。

　

そ
の
点て

ん

、
ポ
語ご

週し
ゅ
う

刊か
ん

新し
ん

聞ぶ
ん

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｋ
の
存そ

ん

在ざ
い

は
心

こ
こ
ろ

強づ
よ

い
。
そ
れ
に
加く

わ

え
て
、
こ
の

よ
う
な
ポ
語ご

刊か
ん

行こ
う

物ぶ
つ

を
出だ

し

続つ
づ

け
る
こ
と
で
、
少す

こ

し
で
も
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

、
日に

本ほ
ん

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
広ひ

ろ

ま
っ
て
い
け

ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新し

ん

聞ぶ
ん

と
し

て
生い

き
残の

こ

っ
て
い
け
る
と
信し

ん

じ

て
い
る
。

　

先せ
ん

人じ
ん

の
開か

い

拓た
く

精せ
い

神し
ん

に
学ま

な

び
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

市し

場じ
ょ
うと
い
う
新

あ
た
ら

し
い
〝
畑は

た
け
〟
を
開か

い

墾こ
ん

し
て
広ひ

ろ

げ

て
い
き
た
い
。

　

旧
き
ゅ
う

年ね
ん

は
愛あ

い

読ど
く

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ん
に

本ほ
ん

当と
う

に
お
世せ

話わ

に
な
っ
た
と
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
る
。
新し

ん

年ね
ん

も
ご
愛あ

い

読ど
く

の
ほ
ど
、
心こ

こ
ろ
か
ら
お
願ね

が

い
し
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
深ふ

か

）

は
ず
だ
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
今い

ま

の
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
敬け

い

意い

を

持も

っ
て
接せ

っ

さ
れ
て
い
る
こ
と
が

伺う
か
がわ
れ
、
そ
こ
に
は
、
奥お

く

深ぶ
か

く
て
、
温あ

た
た

か
い
、
確た

し

か
な
も

の
を
感か

ん

じ
る
は
ず
だ
。

　

そ
ん
な
移い

民み
ん

史し

を
少す

こ

し
で

も
知し

る
こ
と
で
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

固か
た

ま
り
、
自じ

分ぶ
ん

の
存そ

ん

在ざ
い

に
よ

り
誇ほ

こ

り
が
持も

て
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　

我わ
れ
わ
れ々

一い
っ

世せ
い

に
と
っ
て
も
、

「
子し

孫そ
ん

が
日に

っ

系け
い

人じ
ん

で
あ
る
こ

と
に
誇ほ

こ

り
を
強つ

よ

め
、
た
だ
が

む
し
ゃ
ら
に
生い

き
て
き
た
一い

っ

世せ
い

の
人じ

ん

生せ
い

の
軌き

跡せ
き

を
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し
て
く
れ
る
こ
と
」
こ
そ
が
、

最も
っ
とも
喜よ

ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
は
な
い

か
。

日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

に
読よ

ん
で
欲ほ

し
い

『
移い

民み
ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

』

の
提て

い

言げ
ん

と
し
て
刊か

ん

行こ
う

し
た
も

の
だ
。
読よ

み
終お

え
た
人ひ

と

に
は
、

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
ブ
ラ
ジ
ル
で
移い

民み
ん

だ
っ
た
」と
い
う
感か

ん

覚か
く

か
ら
、

「
隣と

な
り

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

」
が
他ひ

人と

ご

と
で
な
く
な
る
こ
と
を
期き

待た
い

し
て
書か

か
れ
た
も
の
だ
。

　

こ
れ
は
、
日に

本ほ
ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

向む

け
に
出だ

し
た
本ほ

ん

だ
。
現げ

ん

在ざ
い

の
邦ほ

う

字じ

紙し

の
役や

く

割わ
り

の
一ひ

とつ
に
は
、

《
日に

本ほ
ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
「
移い

民み
ん

と
は
」「
ブ
ラ
ジ
ル
と
は
」
と

い
う
こ
と
を
伝つ

た

え
る
こ
と
》

も
含ふ

く

ま
れ
る
と
考か

ん
が

え
る
。
だ

か
ら
、
あ
え
て
日に

本ほ
ん

で
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
時じ

代だ
い

に
は
、
日に

本ほ
ん

で
起お

き
て
い
る
こ
と
の
多お

お

く

は
、
瞬

し
ゅ
ん

時じ

に
ブ
ラ
ジ
ル
に
も

伝つ
た

わ
る
。
だ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

で
起お

き
て
い
る
こ
と
は
、
め
っ

た
に
日に

本ほ
ん

側が
わ

に
伝つ

た

わ
ら
な
い
。

邦ほ
う

字じ

紙し

は
、
印い

ん

刷さ
つ

物ぶ
つ

は
も
ち

ろ
ん
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通と

お

し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
孫ま

ご

、
日に

本ほ
ん

の
ハ
イ
テ
ク
製せ

い

品ひ
ん

に
関か

ん

心し
ん

の
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
友ゆ

う

人じ
ん

や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
や
年ね

ん

末ま
つ

年ね
ん

始し

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ぴ
っ
た

り
の
一い

っ

冊さ
つ

だ
。

　

本ほ
ん

の
中な

か

で
は
、
世せ

界か
い

の
暮く

ら
し
を
便べ

ん

利り

に
し
た
「
日に

本ほ
ん

の
も
の
」
と
し
て
、
痛い

た

く
な
い

注ち
ゅ
う

射し
ゃ

針ば
り

、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
技ぎ

術じ
ゅ
つ、
新し

ん

幹か
ん

線せ
ん

、
公く

文も
ん

式し
き

教き
ょ
う

育い
く

法ほ
う

、
魔ま

法ほ
う

瓶び
ん

、
フ
ァ
ス
ナ
ー
や
高こ

う

機き

能の
う

ト
イ
レ
を
始は

じ

め
、
世せ

界か
い

に

安あ
ん

全ぜ
ん

と
安あ

ん

心し
ん

を
も
た
ら
し
た

交こ
う

番ば
ん

、
内な

い

視し

鏡き
ょ
うな
ど
多た

数す
う

を

紹し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
平ひ

ら

田た

藤ふ
じ

義よ
し

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うか

ら
も
、《
日に

本ほ
ん

で
当あ

た
り
前ま

え

に
普ふ

及き
ゅ
うし
て
い
る
技ぎ

術じ
ゅ
つや
そ

の
応お

う

用よ
う

製せ
い

品ひ
ん

、
シ
ス
テ
ム
が
、

ど
れ
だ
け
途と

上じ
ょ
う

国こ
く

に
移い

転て
ん

さ

れ
、
そ
れ
ら
の
国く

に

々ぐ
に

の
国こ

く

民み
ん

に
恩お

ん

恵け
い

や
幸し

あ
わ

せ
を
与あ

た

え
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
技ぎ

術じ
ゅ
つ

移い

転て
ん

に
は
供

き
ょ
う

与よ

国こ
く

側が
わ

と
導ど

う

入に
ゅ
う

国こ
く

側が
わ

の

親し
ん

密み
つ

な
連れ

ん

携け
い

が
不ふ

可か

欠け
つ

だ
。

日に

本ほ
ん

の
先せ

ん

進し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つを
非ひ

常じ
ょ
うに

わ
か
り
や
す
く
、
網も

う

羅ら

的て
き

に

ま
と
め
た
同ど

う

書し
ょ

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ

る
こ
と
で
、
導ど

う

入に
ゅ
う

国こ
く

側が
わ

で
あ

る
ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す

る
意い

識し
き

が
向こ

う

上じ
ょ
うし
、
よ
り
親し

ん

密み
つ

な
連れ

ん

携け
い

関か
ん

係け
い

を
生う

み
出だ

す

こ
と
を
私わ

た
し
は
確か

く

信し
ん

し
て
い
る
》

と
の
あ
と
が
き
を
寄よ

せ
て
く

れ
た
。

　
こ
の
本ほ

ん

の
読ど

く

者し
ゃ

は
一い

っ

世せ
い

で
は

な
い
。
普ふ

段だ
ん

は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と

関か
か

わ
り
が
な
い
よ
う
な
二に

世せ
い

、

三さ
ん

世せ
い

、
四よ

ん

世せ
い

、
五ご

世せ
い

、
な
か

で
も
一い

っ

般ぱ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

読ど
く

者し
ゃ

と
し
て
想そ

う

定て
い

し
て
い

る
。

　

ま
ず
は
日に

本ほ
ん

製せ
い

品ひ
ん

に
つ
い

て
の
関か

ん

心し
ん

を
深ふ

か

め
て
も
ら
う

こ
と
で
、
日に

本ほ
ん

的て
き

な
製せ

い

品ひ
ん

設せ
っ

計け
い

思し

想そ
う

、
製せ

い

造ぞ
う

哲て
つ

学が
く

を
少す

こ

し

だ
け
で
も
理り

解か
い

し
て
も
ら
い
、

そ
こ
か
ら
日に

本ほ
ん

語ご

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

、
歴れ

き

史し

へ
と
進す

す

ん
で
も
ら

う
第だ

い

一い
っ

歩ぽ

に
な
ら
な
い
か
と

思お
も

っ
て
刊か

ん

行こ
う

し
た
。

　

と
く
に
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

好ず

き
な

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
は
堪こ

た

え
ら
れ

な
い
一い

っ

冊さ
つ

で
は
な
い
か
と
自じ

負ふ

す
る
。

　

こ
れ
ら
の
本ほ

ん

は
み
な
本ほ

ん

紙し

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

（
１
１
・
３
３
４ 

０
・
６
０
６
０
）、
太た

い

陽よ
う

堂ど
う

（
１
１
・
３
２
０
８
・
６
５ 

８
８
）、
竹た

け

内う
ち

書し
ょ

店て
ん

（
１
１ 

・

３
１
０
４
・３ 

３
９
９
）、
高た

か

野の

書し
ょ

店て
ん

（
１
１
・ 

３
２
０
９ 

・
３
３
１
３
）
な
ど
か
ら
購こ

う

入に
ゅ
うで
き
る
。

米
韓
、
生
け
捕

り
訓
練
を
公
開

サ
ウ
ジ
記
者
殺

害
、
５
人
死
刑

北
朝
鮮
に
警
告
か

皇
太
子
側
近
の
罪
認
め
ず

っ
て
、
貧び

ん

乏ぼ
う

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

が
す
る

こ
と
で
は
な
い
。

　

と
は
い
え
、
そ
れ
も
宮み

や

坂さ
か

国く
に

人と

財ざ
い

団だ
ん

、
天あ

ま

野の

鉄て
つ

人ひ
と

氏し

、

下し
も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

氏し

を
は
じ
め
理り

解か
い

者し
ゃ

・
団だ

ん

体た
い

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くが
あ
っ
て
こ

そ
初は

じ

め
て
実じ

つ

現げ
ん

で
き
た
。

　

儲も
う

け
が
残の

こ

ら
な
い
の
に
、

な
ぜ
貧び

ん

乏ぼ
う

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

が
そ
ん
な

こ
と
を
す
る
か
？　

そ
れ
は
、

眞ま

子こ

さ
ま
が
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た

感か
ん

動ど
う

を
一い

っ

世せ
い

だ
け
で
な
く
、

で
き
る
だ
け
多お

お

く
の
二に

世せ
い

、

三さ
ん

世せ
い

、
四よ

ん

世せ
い

、
五ご

世せ
い

、
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

に
も
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
て
も
ら

う
こ
と
が
、
次つ

ぎ

の
大お

お

き
な
節ふ

し

目め

で
あ
る
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
２
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

（
２
０
２
８
年ね

ん

）
を
盛せ

い

大だ
い

に
行お

こ
な

う
た
め
の
最さ

い

大だ
い

の
準

じ
ゅ
ん

備び

に
な
る
と
信し

ん

じ
て
い
る
か

ら
だ
。

　

子し

孫そ
ん

が
こ
の
本ほ

ん

を
開ひ

ら

い
て

眞ま

子こ

さ
ま
の
写し

ゃ

真し
ん

を
眺な

が

め
、

逸い
つ

話わ

の
数か

ず
か
ず々

を
読よ

ん
で
、「
皇こ

う

室し
つ

は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

と
に
か
く
忙い

そ
が
し
か
っ
た
１
年ね

ん

　

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

と
し
て
こ
の
一い

ち

年ね
ん

を
振ふ

り
返か

え

っ
て
み
る
と
、「
と

に
か
く
忙い

そ
が
し
か
っ
た
」
の
一ひ

と

言こ
と

に
尽つ

き
る
。

　

普ふ

通つ
う

に
考か

ん
が

え
て
み
る
と
、

一い
っ

世せ
い

は
減へ

っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
日に

本ほ
ん

語ご

で
記き

事じ

を
出だ

す

需じ
ゅ

要よ
う

は
減へ

る
と
思お

も

え
る
。
ど

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

で
も
二に

世せ
い

、
三さ

ん

世せ
い

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
て
い
る
時じ

代だ
い

だ
。
日に

本ほ
ん

語ご

新し
ん

聞ぶ
ん

を
読よ

ま

な
い
世せ

代だ
い

で
あ
り
、
彼か

れ

等ら

に

と
っ
て
日に

本ほ
ん

語ご

新し
ん

聞ぶ
ん

の
存そ

ん

在ざ
い

意い

義ぎ

は
薄う

す

れ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

だ
が
実じ

っ

際さ
い

は
「
日に

本ほ
ん

と
の

つ
な
が
り
」「
日に

本ほ
ん

か
ら
来ら

い

賓ひ
ん

を
呼よ

ぶ
の
で
日に

本ほ
ん

語ご

の
記き

事じ

も
出だ

し
て
ほ
し
い
」「
日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

に
も
読よ

ん
で
欲ほ

し
い
」

と
い
う
意い

味み

で
、
思お

も

い
の
ほ

か
日に

本ほ
ん

語ご

で
記き

事じ

を
出だ

す
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

は
残の

こ

っ
て
い
る
。

　

裏う
ら

を
返か

え

せ
ば
二に

世せ
い

、
三さ

ん

世せ
い

の
時じ

代だ
い

に
な
っ
て
も
日に

本ほ
ん

と

の
つ
な
が
り
は
そ
れ
だ
け
多お

お

く
、
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
と
い
う
認に

ん

識し
き

が

続つ
づ

い
て
い
る
証

し
ょ
う

拠こ

で
も
あ
る
。

本ほ
ん

当と
う

に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
イ
ベ
ン
ト
は
む

し
ろ
年ね

ん
ね
ん々

増ふ

え
て
お
り
、「
ネ

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、
本ほ

ん

紙し

は
今こ

年と
し

２
月が

つ

に
『
眞ま

子こ

さ
ま
ご
来ら

い

伯は
く

記き

念ね
ん

写し
ゃ

真し
ん

集し
ゅ
う

／
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

第だ
い

９
号ご

う

』
を
刊か

ん

行こ
う

し
た
。
し

か
も
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

で
全ぜ

ん

ペ
ー
ジ

カ
ラ
ー
刷ず

り
、
６
０
レ
ア
ル

と
い
う
格か

く

安や
す

価か

格か
く

で
出だ

し
た
。

　

全ぜ
ん

伯ぱ
く

各か
く

地ち

に
記き

者し
ゃ

を
取し

ゅ

材ざ
い

に
派は

遣け
ん

し
、
翻ほ

ん

訳や
く

代だ
い

も
か
け
、

２
７
０
ペ
ー
ジ
近ち

か

く
も
あ
る

の
に
全ぜ

ん

ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
印い

ん

刷さ
つ

代だ
い

を
か
け
た
の
で
、
正

し
ょ
う

直じ
き

言い

っ
て
か
な
り
経け

い

費ひ

が
か
さ

ん
だ
。
弊へ

い

社し
ゃ
し
ゃ社

長ち
ょ
うに

も
呆あ

き

れ

ら
れ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

考か
ん
がえ

た
時と

き

、
こ
の
値ね

段だ
ん

で
は

儲も
う

け
に
な
ら
な
い
。
正

し
ょ
う

直じ
き

言い

こ
と
を
い
つ
も
に
気き

に
か
け
て

い
て
く
だ
さ
る
」
と
胸む

ね

に
刻き

ざ

み

つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、「
自じ

分ぶ
ん

は
日に

本ほ
ん

を
ル
ー
ツ
と
し
て
持も

っ

て
い
る
」「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て
の

誇ほ
こ

り
」
と
い
う
意い

識し
き

が
蘇

よ
み
が
え

っ
て

く
る
は
ず
だ
。
こ
の
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て
の
自じ

覚か
く

」
な
く
て

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
将

し
ょ
う

来ら
い

は
な
い
。

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国
紙
朝

鮮
日
報
は
２
３
日
、
米
韓
両

軍
の
特
殊
部
隊
が
韓
国
内
で

北
朝
鮮
の
要
人
を
生
け
捕
り

に
す
る
訓
練
を
行
い
、
そ
の

様
子
を
撮
影
し
た
写
真
や
動

画
を
米
国
防
総
省
の
関
連
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
と

報
じ
た
。
北
朝
鮮
が
一
方
的

に
設
定
し
た
米
国
と
の
非
核

化
交
渉
の
期
限
と
す
る
「
年

末
」
を
前
に
軍
事
的
挑
発
の

可
能
性
を
示
唆
す
る
中
、
公

開
は
北
朝
鮮
へ
の
警
告
と
み

ら
れ
る
。

　

北
朝
鮮
は
一
層
反
発
を
強

め
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

同
紙
に
よ
る
と
、
米
韓
両

軍
は
こ
う
し
た
訓
練
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

が
、
写
真
な
ど
の
公
開
は
異

例
。
た
だ
、
写
真
な
ど
は
そ

の
後
削
除
さ
れ
た
と
い
う
。

　

公
開
さ
れ
た
写
真
で
は
、

今
年
８
～
１
１
月
に
韓
国
で

行
わ
れ
た
訓
練
を
撮
影
。
動

画
に
は
、
特
殊
部
隊
が
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
降
下
す
る
様

子
や
、
建
物
を
襲
撃
し
北
朝

鮮
の
要
人
役
と
み
ら
れ
る
人

　
【
カ
イ
ロ
共
同
】
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
政
権
に
批
判
的
だ
っ

た
記
者
ジ
ャ
マ
ル
・
カ
シ
ョ
ギ

氏
が
２
０
１
８
年
１
０
月
に

サ
ウ
ジ
当
局
者
ら
に
殺
害
さ

れ
た
事
件
で
、
サ
ウ
ジ
検
察

当
局
は
２
３
日
、
首
都
リ
ヤ

ド
の
刑
事
裁
判
所
が
５
人
に

死
刑
判
決
を
言
い
渡
し
た
と

明
ら
か
に
し
た
。
事
件
に
は

事
実
上
の
最
高
権
力
者
ム
ハ

ン
マ
ド
皇
太
子
の
関
与
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
が
、
捜
査
を

受
け
た
側
近
２
人
の
罪
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

１
月
の
初
公
判
で
、
検
察

は
被
告
５
人
に
死
刑
を
求
刑

し
て
い
た
。
サ
ウ
ジ
政
権
は

「
現
場
指
揮
官
が
勝
手
に
殺

害
を
指
示
し
た
」
と
主
張
し
、

皇
太
子
の
関
与
を
一
貫
し
て

否
定
。
氏
名
や
役
職
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
が
、
死
刑
判

決
の
５
人
は
現
場
レ
ベ
ル
の

当
局
者
と
み
ら
れ
る
。
起
訴

さ
れ
た
の
は
１
１
人
で
、
ほ

か
３
人
が
禁
錮
刑
と
な
り
、

３
人
は
無
罪
だ
っ
た
。

　

検
察
が
発
表
し
た
捜
査
結

果
に
よ
る
と
、
実
行
犯
を
監

督
し
て
い
た
サ
ウ
ド
・
カ
ハ
タ

ニ
元
王
室
顧
問
は
不
起
訴
と

な
っ
た
。
サ
ウ
ジ
政
権
が
カ
シ

ョ
ギ
氏
殺
害
を
初
め
て
認
め

た
際
に
解
任
を
発
表
し
た
ア

ハ
メ
ド
・
ア
シ
リ
元
情
報
機

関
高
官
は
起
訴
さ
れ
た
が
、

証
拠
不
十
分
で
無
罪
と
な
り

釈
放
さ
れ
た
。

　

計
９
回
の
審
理
は
ほ
ぼ
非

公
開
で
行
わ
れ
た
。
事
件
の

国
際
調
査
を
担
当
し
た
国
連

の
カ
ラ
マ
ー
ル
特
別
報
告
者

は
６
月
、
皇
太
子
の
関
与
を

う
か
が
わ
せ
る
「
確
か
な
証

拠
」
が
あ
り
、
皇
太
子
へ
の

捜
査
が
必
要
と
す
る
調
査
結

果
を
公
表
。
サ
ウ
ジ
政
権
側

が
描
い
た
通
り
の
幕
引
き
に

国
際
社
会
の
批
判
が
高
ま
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

事
件
の
捜
査
対
象
は
３
１

人
で
検
察
は
２
１
人
の
身
柄

を
拘
束
し
た
。
サ
ウ
ジ
国
営

通
信
に
よ
る
と
、
検
察
は
控

訴
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す

る
。

　
【
共
同
】
今
月
来
日
し
た

イ
ラ
ン
の
ロ
ウ
ハ
ニ
大
統
領
が

２
３
日
、
共
同
通
信
と
の
書

面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
崩

壊
寸
前
の
核
合
意
を
維
持
す

る
た
め
、
日
本
に
イ
ラ
ン
と

の
経
済
関
係
強
化
を
望
む
考

え
を
表
明
し
た
。
米
国
と
イ

ラ
ン
の
対
立
で
不
安
定
化
す

る
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
地
域
の
緊

張
緩
和
に
向
け
た
、
日
本
の

外
交
努
力
を
歓
迎
す
る
と
も

述
べ
た
。

　

米
国
と
敵
対
す
る
イ
ラ
ン

は
核
合
意
の
段
階
的
な
逸
脱

を
繰
り
返
し
、
欧
州
の
支
援

を
引
き
出
す
瀬
戸
際
戦
術
を

取
る
が
、
交
渉
は
難
航
し
欧

州
主
要
国
と
の
関
係
が
冷
却

化
。
ロ
ウ
ハ
ニ
政
権
が
、
日

本
と
の
関
係
強
化
に
活
路
を

見
い
だ
そ
う
と
す
る
姿
勢
が

鮮
明
に
な
っ
た
。

　
ロ
ウ
ハ
ニ
師
は
「
イ
ラ
ン
と

日
本
の
指
導
者
の
意
志
に
基

づ
い
て
、
経
済
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
関
係
を
強
め
る
新

た
な
方
策
が
重
要
だ
」
と
指

摘
。
米
国
の
制
裁
で
停
止
し

て
い
る
イ
ラ
ン
産
原
油
の
輸

入
の
再
開
な
ど
を
念
頭
に
置

い
た
発
言
と
み
ら
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
「
米
国
は
、

失
わ
れ
た
イ
ラ
ン
の
信
頼
を

回
復
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

日に

本ほ
ん

側が
わ

に
も
っ
と
発は

っ

信し
ん

し
て
い

く
べ
き
時じ

代だ
い

に
な
っ
た
。
そ
れ

が
、
邦ほ

う

字じ

紙し

生い

き
残の

こ

り
の
キ

ー
ワ
ー
ド
の
一ひ

とつ
で
も
あ
る
。

　

６
月が

つ

に
、
無む

明み
ょ
う

舎し
ゃ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

か

ら
郵ゆ

う

送そ
う

で
送お

く

っ
て
も
ら
っ
た

が
、
手て

違ち
が

い
か
ら
い
っ
た
ん
、

日に

本ほ
ん

に
送お

く

り
返か

え

さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
再ふ

た
た

び
郵ゆ

う

送そ
う

し
直な

お

し
て
も

ら
い
、
先せ

ん

週し
ゅ
うよ
う
や
く
到と

う

着ち
ゃ
く

し
た
。
新し

ん

年ね
ん

か
ら
本ほ

ん

格か
く

的て
き

に

販は
ん

売ば
い

を
始は

じ

め
る
が
、
す
で
に

日に
っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

に
は
並な

ら

ん
で
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

か
ら
来き

た
来ら

い

賓ひ
ん

、
知ち

人じ
ん

や
友ゆ

う

人じ
ん

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
な
ど
に
も
使つ

か

っ
て
ほ
し
い
一い

っ

冊さ
つ

だ
。

日に

本ほ
ん

に
馴な

染じ
み

が
な
い
世せ

代だ
い

向む

け

『CO
ISA

S D
O

 JA
PÃ

O

』

　

本ほ
ん

紙し

は
今こ

ん

月げ
つ

９
日か

、『
世せ

界か
い

が
感か

ん

謝し
ゃ

！
「
日に

本ほ
ん

の
も

の
」』（「
ニ
ッ
ポ
ン
再さ

い

発は
っ

見け
ん

」
倶く

楽ら

部ぶ

著ち
ょ

、
三み

笠か
さ

書し
ょ

房ぼ
う

、
２
０
１
５
年ね

ん

）
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
語ご

翻ほ
ん

訳や
く

版ば
ん

『O
 

M
U

N
D

O
 AG

R
A

D
ECE! 

C
O

ISA
S D

O
 JA

PÃ
O

』

（
４
０
レ
ア
ル
）
の
販は

ん

売ば
い

を

開か
い

始し

し
た
。

　

世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

を
魅み

了り
ょ
うす
る

「
日に

本ほ
ん

の
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな
製せ

い

品ひ
ん

や
サ

ー
ビ
ス
」
全ぜ

ん

９
７
種し

ゅ

を
ポ
ル

ト
ガ
ル
語ご

で
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
本ほ

ん

だ
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

世せ

代だ
い

の
子こ

や

言
及
。
米
政
府
が
イ
ラ
ン
に

対
話
を
呼
び
掛
け
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
「
言
葉
よ
り
行

動
が
大
事
。
米
国
が
（
イ
ラ

ン
を
）
尊
重
し
な
い
限
り
、

対
話
の
道
を
探
る
の
は
意
味

が
な
い
」
と
強
調
。
制
裁
の

即
時
停
止
を
要
求
し
た
。

　

ロ
ウ
ハ
ニ
師
は
「
イ
ラ
ン

は
、
核
合
意
の
維
持
に
向
け

た
日
本
を
含
む
友
好
国
の
外

交
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
歓
迎
す

る
」
と
評
価
。「
米
国
の
イ

ラ
ン
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
正
し

て
、
正
常
な
道
に
戻
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
」
日
本
な
ど

が
米
国
に
働
き
掛
け
る
こ
と

に
期
待
感
を
示
し
た
。

　

原
油
輸
送
の
大
動
脈
、
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
の
安
全
確
保
を

目
的
に
し
た
米
主
導
の
有
志

連
合
に
つ
い
て
は
「
外
国
の

部
隊
の
駐
留
は
、
地
域
の
安

定
化
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と

批
判
し
た
。
ロ
ウ
ハ
ニ
師
は

２
０
日
の
安
倍
晋
三
首
相
と

の
首
脳
会
談
で
、
海
上
自
衛

隊
の
中
東
へ
の
派
遣
に
は
理

解
を
示
し
て
い
た
。

物
を
確
保
す
る
場
面
が
収
め

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

イラン大統領、書面会見

核合意維持へ日本の力を





案あ
ん

が
出で

た
。
例た

と

え
ば
、
皿さ

ら

を

持も

っ
て
い
く
と
２
レ
ア
ル
安や

す

く

な
れ
ば
、
環か

ん

境き
ょ
うに
優や

さ

し
く
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

に
も
喜よ

ろ
こ

ん
で
も
ら
え
る

と
述の

べ
る
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
い
ア

イ
デ
ア
で
特と

く

色し
ょ
くを
出だ

す
取と

り

組く

み
は
有ゆ

う

効こ
う

か
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

県け
ん

連れ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

会か
い

議ぎ

で
は
、

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
会か

い

場じ
ょ
うで
和わ

太だ
い

鼓こ

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）
の
「
１
２
月が

つ

度ど

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

会か
い

議ぎ

」
が
今こ

ん

月げ
つ

１
２
日に

ち

、
聖せ

い

市し

ビ
ラ
・
マ
リ
ア
ー
ナ
区く

の
三み

重え

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
会か

い

館か
ん

で
行お

こ
なわ
れ
た
。
今こ

年と
し

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
最さ

い

終し
ゅ
う

会か
い

計け
い

が
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
、
黒く

ろ

字じ

と
な
っ
た
こ
と
が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
。
一い

っ

方ぽ
う

、
今こ

ん

後ご

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
方ほ

う

向こ
う

性せ
い

に
つ
い
て
、
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

と
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うら
の

意い

識し
き

に
温お

ん

度ど

差さ

が
あ
る
こ
と
が
浮う

き
彫ぼ

り
に
な
っ
た
。

に
合あ

わ
せ
て
神み

輿こ
し

を
担か

つ

ぐ
計け

い

画か
く

も
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
た
。
谷た

に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
他ほ

か

に
も
新あ

ら

た

な
シ
ョ
ー
な
ど
の
企き

画か
く

の
案あ

ん

を

出だ

し
て
ほ
し
い
」
と
提て

い

案あ
ん

を

求も
と

め
た
。
他ほ

か

に
新あ

ら

た
な
取と

り

組く

み
と
し
て
、
毎ま

い

月つ
き

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
進し

ん

捗ち
ょ
くを
会か

い

報ほ
う

で
報ほ

う

告こ
く

す

る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う
さ
れ
た
。
こ
の
会か

い

報ほ
う

に
は
「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
最さ

い

新し
ん

情
じ
ょ
う

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

は
規き

模ぼ

拡か
く

大だ
い

と

言い

う
が
、
そ
れ
よ
り
も
売う

り

上あ
げ

が
多お

お

く
な
っ
て
利り

益え
き

が
出で

な
い

と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
会か

い

員い
ん

も
つ
い
て
こ

な
い
」
と
訴う

っ
たえ
る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

は
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

を
会か

い

場じ
ょ
う

内な
い

で
行

お
こ
な
っ
た
関か

ん

係け
い

で
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
特と

く

別べ
つ

に
多お

お

か
っ

た
。
そ
れ
を
除の

ぞ

い
て
考か

ん
が
え
る

と
、
今こ

年と
し

は
一い

っ

昨さ
く

年ね
ん

よ
り
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
多お

お

か
っ
た
が
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
収

し
ゅ
う

益え
き

は
少す

く

な
い
所と

こ
ろ
が
多お

お

か
っ
た
。

　

谷た
に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
ー
眞し

ん

一い
ち

郎ろ
う

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
今こ

年と
し

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
最さ

い

終し
ゅ
う

会か
い

計け
い

は
、
収

し
ゅ
う

支し

と
も
に
４
７
４
万ま

ん 

６
６
８
４
・０
９
レ
ア
ル
。
県け

ん

連れ
ん

と
し
て
も
赤あ

か

字じ

で
は
な
い

が
、
あ
れ
だ
け
の
巨き

ょ

大だ
い

な
イ

ベ
ン
ト
を
実じ

っ

行こ
う

し
て
も
利り

益え
き

は
残の

こ

ら
な
か
っ
た
。

　

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

側が
わ

と
し
て
は

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

が
維い

持じ

で
き
、
満ま

ん

足ぞ
く

度ど

は
上あ

が
っ
た
。
だ
が
県け

ん

人じ
ん

会か
い

側が
わ

と
す
れ
ば
食し

ょ
く
の
ブ
ー

ス
の
売う

り

上あ
げ

が
減げ

ん

少し
ょ
うし
た
と
こ

ろ
が
多お

お

く
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

に
と
っ

て
満ま

ん

足ぞ
く

の
行い

く
結け

っ

果か

で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
温お

ん

度ど

差さ

が
出で

て

い
る
。

　

そ
ん
な
中な

か

、
来ら

い

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
４
千せ

ん

平へ
い

米べ
い

拡か
く

大だ
い

し
、

最さ
い

低て
い

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

２
万ま

ん

人に
ん

増ぞ
う

を

見み

込こ

ん
で
い
る
。

　

市い
ち

川か
わ

利と
し

雄お

前ぜ
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
利り

益え
き

は
経け

い

費ひ

削さ
く

減げ
ん

す

れ
ば
何な

ん

と
か
な
る
。
そ
れ
よ

り
ま
ず
は
お
客き

ゃ
く
さ
ん
が
来こ

な

い
と
」
と
考か

ん
が
え
る
。
谷た

に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うも
「
今こ

年と
し

は
４
回か

い

も
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
行い

っ
て
政せ

い

府ふ

か
ら
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

を
貰も

ら

い
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

と
も
毎ま

い

週し
ゅ
うメ
ー
ル
で
や
り

取と

り
し
て
い
る
。
そ
れ
も
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
期き

待た
い

し
て
く
れ
て

い
る
か
ら
だ
」
と
い
う
。

　

谷た
に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、
現げ

ん

在ざ
い

の
同ど

う

委い

員い
ん

会か
い

は
「
手て

伝つ
だ

い

も
含ふ

く

め
て
５
人に

ん

ほ
ど
で
運う

ん

営え
い

し
て
い
る
」
と
述の

べ
た
。
副ふ

く

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

上う
え

原は
ら

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）

は
「
定て

い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

」
を
１
９

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

、
聖せ

い

市し

の
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

ビ
ル
で
行

お
こ
な
っ
た
。
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
た

「
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

（
Ｈ
Ｎ
Ｂ
）

の
新し

ん

病び
ょ
う

棟と
う

建け
ん

設せ
つ

」
と
「
自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

児じ

療り
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ

（
Ｐ
Ｉ
Ｐ

Ａ
）
本ほ

ん

部ぶ

ビ
ル
の
建け

ん

設せ
つ

の
定て

い

礎そ

式し
き

」、
ま
た
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
支し

援え
ん

に
よ
り
行お

こ
な
わ
れ
た
日に

本ほ
ん

で
の
福ふ

く

祉し

施し

設せ
つ

研け
ん

修し
ゅ
うの
報ほ

う

告こ
く

が
あ
り
、

援え
ん

協き
ょ
う

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状じ
ょ
う

況き
ょ
うも
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
た
。

　

与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
う、
井い

の

上う
え

健け
ん

治じ

Ｐ

Ｉ
Ｐ
Ａ
運う

ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
そ
れ

ぞ
れ
、
１
２
月が

つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
んに
Ｈ
Ｎ

Ｂ
と
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
定て

い

礎そ

式し
き

が

無ぶ

事じ

挙き
ょ

行こ
う

さ
れ
た
と
報ほ

う

告こ
く

。

両り
ょ
う

施し

設せ
つ

と
も
今こ

ん

後ご

、
建け

ん

設せ
つ

会が
い

社し
ゃ

か
ら
見み

積つ

も
り
を
と
り
、

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うも
お
ら
ず
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

不ぶ

足そ
く

な
の
で
「
手て

伝つ
だ

い
が

あ
と
２
、３
人に

ん

ほ
し
い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

山や
ま

田だ

県け
ん

連れ
ん

会か
い

長ち
ょ
うも
「
手て

伝つ
だ

っ
て
く
れ
る
の
は
前ぜ

ん

会か
い

長ち
ょ
うで
も

い
い
。
自じ

分ぶ
ん

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

だ
け

で
な
く
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
も
危き

機き

感か
ん

を
も
っ
て
」
と
訴う

っ
た
え
た
。

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
一い

ち

大だ
い

行ぎ
ょ
う

事じ

と
し

て
「
市い

ち

川か
わ

前ぜ
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、

谷た
に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの
後あ

と

に
続つ

づ

雨う

季き

が
終お

わ
る
４
月が

つ

頃ご
ろ

に
工こ

う

事じ

を
開か

い

始し

す
る
予よ

定て
い

。

　

養よ
う

護ご

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
・
イ
ペ

ラ
ン
ジ
ア
ホ
ー
ム
の
三み

島し
ま

セ

ル
ジ
オ
施し

設せ
つ

長ち
ょ
うは
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
研け

ん

修し
ゅ
うプ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

１
１
月が

つ

の
１
カ
月げ

つ

間か
ん

、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

横よ
こ

浜は
ま

市し

の
特と

く

別べ
つ

養よ
う

護ご

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
で
行

お
こ
な

っ
た
研け

ん

修し
ゅ
うの

成せ
い

果か

を
報ほ

う

告こ
く

し
た
。

　
「
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

の
睡す

い

眠み
ん

中ち
ゅ
うで
も
、

体た
い

位い

交こ
う

換か
ん

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

寄き

付ふ

金き
ん

を
渡わ

た

す
様よ

う

子す

　

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
文ぶ

ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｌ
、
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

会か
い

長ち
ょ
う）
が
主し

ゅ

催さ
い

す

る
『
第だ

い

４
９
回か

い

餅も
ち

つ
き
祭ま

つ

り
』

が
、
今こ

年と
し

も
大お

お

晦み
そ

日か

３
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

に
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
日に

本ほ
ん

広ひ
ろ

場ば

で
盛せ

い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

共き
ょ
う

催さ
い

は
文ぶ

ん

協き
ょ
う、
県け

ん

連れ
ん

、
援え

ん

協き
ょ
う、
ア
リ
ア
ン
サ
。

　

紅こ
う

白は
く

餅も
ち

の
入は

い

っ
た
２
万ま

ん

袋
ふ
く
ろ

が
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら
リ
ベ
ル
ダ

ー
デ
日に

本ほ
ん

広ひ
ろ

場ば

で
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

さ
れ
、
例れ

い

年ね
ん

、
一い

ち

区く

画か
く

先さ
き

の

ジ
ョ
ン
・
メ
ン
デ
ス
広ひ

ろ

場ば

ま
で

列れ
つ

が
延の

び
る
と
い
う
。
来ら

い

社し
ゃ

し
た
池い

け

崎ざ
き

会か
い

長ち
ょ
うは
「
午ご

前ぜ
ん

６

時じ

頃ご
ろ

に
は
餅も

ち

を
も
ら
う
人ひ

と

の

列れ
つ

が
で
き
は
じ
め
ま
す
。
楽た

の

し
み
に
し
て
い
て
も
ら
え
る

と
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」

と
喜よ

ろ
こぶ
。

　

前ぜ
ん

日じ
つ

の
３
０
日に

ち

は
朝あ

さ

か
ら

７
０
人に

ん

ぐ
ら
い
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
東と

う

洋よ
う

会か
い

館か
ん

に
集あ

つ

ま
っ

て
、
紅こ

う

白は
く

餅も
ち

の
袋

ふ
く
ろ

詰づ

め
を
す

る
と
い
う
。
市い

ち

田だ

イ
ツ
子こ

さ

ん
に
よ
れ
ば
「
白し

ろ

餅も
ち

、
赤あ

か

餅も
ち

が
２
万ま

ん

個こ

ず
つ
机つ

く
え
の
上う

え

に
山や

ま

積づ

み
に
さ
れ
、
そ
れ
を
一ひ

と
つ
一ひ

と

つ
袋

ふ
く
ろ

詰づ

め
す
る
。
す
ご
い
量

り
ょ
う

で
す
が
、
だ
い
だ
い
午ご

前ぜ
ん

中
ち
ゅ
う

で
終お

わ
る
」
と
の
こ
と
。

　

３
１
日に

ち

は
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

に
餅も

ち

配は
い

布ふ

開か
い

始し

、
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

か
報ほ

う

や
各か

く

県け
ん

の
観か

ん

光こ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど

も
載の

せ
ら
れ
る
」
と
し
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

提て
い

供き
ょ
うを
依い

頼ら
い

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

本ほ
ん

紙し

で
も
た
び
た
び
報ほ

う

じ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

な
ど
が
年ね

ん

末ま
つ

寄き

付ふ

を
援え

ん

協き
ょ
うに
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。
記き

事じ

に
な

っ
た
こ
と
以い

外が
い

に
も
、
援え

ん

協
き
ょ
う

に
は
様さ

ま

々ざ
ま

な
金き

ん

品ぴ
ん

の
寄き

付ふ

が
毎ま

い

月つ
き

贈お
く

ら
れ
て
い
る
。
１
２

月が
つ

度ど

定て
い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

の
報ほ

う

告こ
く

で

は
、
１
１
月が

つ

だ
け
で
８
万ま

ん

レ

ア
ル
以い

上じ
ょ
うの
寄き

付ふ

金き
ん

、
９
３

件け
ん

の
物ぶ

っ

品ぴ
ん

寄き

贈ぞ
う

が
あ
っ
た
。

会か
い

員い
ん

減げ
ん

少し
ょ
うが
問も

ん

題だ
い

に
な
っ
て
い

る
援え

ん

協き
ょ
う
だ
が
、
温あ

た
た

か
い
支し

援え
ん

を
続つ

づ

け
る
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

が
ま
だ
ま

だ
い
る
こ
と
を
忘わ

す

れ
て
は
な

ら
な
い
。

中
ちゅう

央
おう

が池
いけ

崎
ざき

会
かい

長
ちょう

　

長な
が

崎さ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
川か

わ

添ぞ
え

博
ひ
ろ
し

会か
い

長ち
ょ
うは
「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
は
、

７
０
～
８
０
代だ

い

の
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

が

５
日か

間か
ん

ず
っ
と
仕し

事ご
と

し
て
大た

い

変へ
ん

。
今こ

年と
し

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

満ま
ん

足ぞ
く

度ど

は
上あ

が
っ
た
と
い
う
が
、
だ
か

ら
と
言い

っ
て
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
収

し
ゅ
う

益え
き

が
上あ

が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
で
規き

模ぼ

拡か
く

大だ
い

し
た
ら
ど

う
な
る
か
」
と
難む

ず
か
し
い
表

ひ
ょ
う

情
じ
ょ
う

を
浮う

か
べ
た
。

　

川か
わ

添ぞ
え

会か
い

長ち
ょ
うは
「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

を
や
る
な
ら
、
利り

益え
き

を
１
０

％
以い

上じ
ょ
うは
出だ

さ
な
け
れ
ば
。

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
温お

ん

度ど

差さ

今こ
ん

後ご

の
あ
り
方か

た

巡め
ぐ

り
議ぎ

論ろ
ん

白は
く

熱ね
つ

細こ
ま

か
く
定さ

だ

め
ら
れ
、
車

く
る
ま

椅い

子す

に
乗の

っ
た
ま
ま
入

に
ゅ
う

浴よ
く

で
き
る

特と
く

別べ
つ

な
浴よ

く

槽そ
う

や
、
軽か

る

く
て
扱

あ
つ
か

い
や
す
い
歩ほ

行こ
う

器き

な
ど
、
行ゆ

き
届と

ど

い
た
ケ
ア
や
先せ

ん

進し
ん

的て
き

な

設せ
つ

備び

が
整

と
と
の

っ
て
い
た
」
と
説せ

つ

明め
い

。
　

加く
わ

え
て
「
職

し
ょ
く

員い
ん

は
機き

械か
い

的て
き

に
ケ
ア
を
行お

こ
な
う
の
で
は
な
く
、

入に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

に
対た

い

す
る
敬け

い

意い

を
持も

ち
、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
様よ

う

子す

が
印い

ん

援え
ん

協き
ょ
う

１
２
月が

つ

度ど

役や
く

員い
ん

会か
い

で
報ほ

う

告こ
く

60
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

諸し
ょ

行ぎ
ょ
う

事じ

が
着ち

ゃ
く

々ち
ゃ
く

と
進し

ん

行こ
う

紅こ
う

白は
く

餅も
ち

２
万ま

ん

袋ふ
く
ろ

を
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

大お
お

晦み
そ

日か

恒こ
う

例れ
い

、
餅も

ち

つ
き
祭ま

つ

り

仲な
か

良よ

し
女じ

ょ

性せ
い

グ
ル
ー
プ
が
寄き

付ふ

こ
ど
も
の
そ
の
に
２
７
０
０
レ

象し
ょ
う

的て
き

だ
っ
た
。
こ
の
姿し

勢せ
い

を
援え

ん

協き
ょ
うで
も
ぜ
ひ
取と

り
入い

れ
た

い
」
と
述の

べ
た
。

　

園そ
の

田だ

明あ
き

憲の
り

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
記き

念ね
ん

誌し

に
つ
い
て
、「
Ｈ
Ｎ
Ｂ
と
Ｐ

Ｉ
Ｐ
Ａ
の
定て

い

礎そ

式し
き

を
終お

え
、

記き

念ね
ん

誌し

に
掲け

い

載さ
い

す
る
行

ぎ
ょ
う

事じ

は

全す
べ

て
終お

わ
っ
た
。
よ
り
良よ

い
も

の
を
作つ

く

る
た
め
、
意い

見け
ん

は
随ず

い

時じ

募ぼ

集し
ゅ
うし
て
い
る
」
と
呼よ

び

か
け
た
。

　

各か
く

施し

設せ
つ

報ほ
う

告こ
く

で
は
、
園そ

の

田だ

氏し

が
福ふ

く

祉し

委い

員い
ん

長ち
ょ
うと
し
て
、

「
福ふ

く

祉し

部ぶ

に
は
１
１
月が

つ

だ
け

で
約や

く

２
２
０
０
人に

ん

が
相そ

う

談だ
ん

に

来き

た
。
経け

い

済ざ
い

的て
き

利り

益え
き

が
見み

込こ

め
る
部ぶ

署し
ょ

で
は
な
い
が
、
援え

ん

協き
ょ
うの
理り

念ね
ん

『
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
困こ

ま

っ
て
い
る
人ひ

と

を
助た

す

け
る
』
を

実じ
っ

行こ
う

す
る
た
め
の
部ぶ

署し
ょ

だ
か

ら
、
来ら

い

年ね
ん

も
引ひ

き
続つ

づ

き
ご
理り

解か
い

を
」
と
述の

べ
た
。

ア
ル
を
寄き

付ふ

し
た
。

　

頃こ
ろ

末す
え

理り

事じ

長ち
ょ
うは
「
職

し
ょ
く

員い
ん

と

７
０
人に

ん

の
園え

ん

生せ
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
、

新あ
た
らし
い
女じ

ょ

性せ
い

グ
ル
ー
プ
の

方か
た

々が
た

か
ら
初は

じ

め
て
寄き

付ふ

を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感か

ん

謝し
ゃ

致い
た

し

ま
す
。
こ
の
寄き

付ふ

は
、
施し

設せ
つ

の
た
め
に
活か

つ

用よ
う

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
述の

べ
た
。

大
だい

規
き

模
ぼ

化
か

で収
しゅう

益
えき

に繋
つな

がるのか？
（７） ２０１９年第５３９６号 	１２月	２４日	（火曜日）

来
らい

年
ねん

の日
に

本
ほん

祭
まつ

りについて説
せつ

明
めい

する谷
たに

口
ぐち

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

定
てい

例
れい

役
やく

員
いん

会
かい

の様
よう

子
す

県
け ん

連
れ ん

日
に

本
ほ ん

祭
ま つ

り

　

県け
ん

連れ
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

会か
い

議ぎ

で

は
、
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
伊い

藤と
う

紀き

美み

子こ

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
「『
日に

本ほ
ん

』
の

祭ま
つ

り
ら
し
い
エ
コ
の
観か

ん

点て
ん

を
持も

っ
た
付ふ

加か

価か

値ち

を
つ
け
る
の
は

ど
う
か
」
と
い
う
建け

ん

設せ
つ

的て
き

な
く
人じ

ん

材ざ
い

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
」
と
語か

た

っ

た
。

　

こ
れ
に
対た

い

し
、
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
伊い

藤と
う

紀き

美み

子こ

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

は
も
っ
と

各か
く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
実じ

つ

情じ
ょ
うを
見み

て
ほ

し
い
。
自じ

分ぶ
ん

の
ブ
ー
ス
運う

ん

営え
い

で
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

な
県け

ん

人じ
ん

会か
い

も
多お

お

い
」

と
手て

伝つ
だ

い
に
人じ

ん

員い
ん

を
割さ

く
余よ

裕ゆ
う

が
な
い
現げ

ん

状じ
ょ
うを
訴う

っ
たえ
た
。

　

谷た
に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う
は
、

「
来ら

い

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
こ
の

ら
開か

い
か
い会
式し

き

だ
。
式し

き

の
最さ

い

初し
ょ

に

は
南な

ん

米べ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

の
逢お

お

坂さ
か

和か
ず

男お

宮ぐ
う

司じ

に
よ
る
神し

ん

道と
う

式し
き

の
儀ぎ

式し
き

が

行お
こ
なわ
れ
、
和わ

太だ
い

鼓こ

が
披ひ

露ろ
う

さ

れ
る
。
１
０
時じ

半は
ん

か
ら
は
役や

く

員い
ん

や
来ら

い

賓ひ
ん

に
よ
る
餅も

ち
つ
き
。

　

無む

料り
ょ
うの
お
雑ぞ

う

煮に

が
１
０
時じ

半は
ん

か
ら
午ご

ご後
１
時じ

ま
で
３
千ぜ

ん

杯は
い

、
同ど

う

広ひ
ろ

場ば

で
配く

ば

ら
れ
る
。

東と
う

洋よ
う

祭ま
つ

り
で
好こ

う

評ひ
ょ
うを
博は

く

し
た

ミ
ニ
門か

ど

松ま
つ

も
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

池い
け

崎ざ
き

会か
い

長ち
ょ
うは
「
年ね

ん

末ま
つ

の

恒こ
う

例れ
い

行ぎ
ょ
う

事じ

、
ぜ
ひ
皆み

な

さ
ん

お
出で

か
け
下く

だ

さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。
問と

い
合あ

わ

せ
は
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｌ
（
１
１
・ 

３
２
０
８
・
５
０
９
０
／
３ 

３
９
９
・３
０
０
０
）
ま
で
。

　

女じ
ょ

性せ
い

の
友ゆ

う

人じ
ん

同ど
う

士し

に
よ
る

「
な
か
よ
し
グ
ル
ー
プ
」
が
、

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん

こ
ど
も
の

そ
の
（
頃こ

ろ

末す
え

ア
ン
ド
レ
理り

事じ

長ち
ょ
う）
へ
寄き

付ふ

を
行お

こ
な
う
た
め
に
、

１
８
日に

ち

に
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
区く

に
あ
る
同ど

う

団だ
ん

体た
い

の
事じ

務む

　

役や
く

員い
ん

会か
い

後ご

の
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

で
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

さ
ん
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くで
、
２
０
１
９

年ね
ん

援え
ん

協き
ょ
うは
計け

い

画か
く

通ど
お

り
に
事じ

業
ぎ
ょ
う

を
進す

す

め
ら
れ
た
。
来ら

い

年ね
ん

も
Ｈ

Ｎ
Ｂ
と
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
建け

ん

設せ
つ

な

ど
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

が
多お

お

く

あ
る
。
引ひ

き
続つ

づ

き
皆み

な

さ
ん
に

協き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
ほ
し
い
」
と
謝し

ゃ

意い

を
示し

め

し
、「
２
０
２
０
年ね

ん

も

皆み
な

さ
ん
健け

ん

康こ
う

で
、
幸し

あ
わ
せ
な
年と

し

に
し
ま
し
ょ
う
」
と
本ほ

ん

紙し

取し
ゅ

材ざ
い

に
答こ

た

え
て
い
る
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

を
除の

ぞ

く

１
１
月が

つ

度ど

決け
っ

算さ
ん

は
１
１
９ 

万ま
ん

１
４
７
４
レ
ア
ル
の
赤あ

か

字じ

を
計け

い

上じ
ょ
うし
た
が
、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

を

含ふ
く

む
全ぜ

ん

体た
い

で
は
６
７
７
万ま

ん

９ 

８
７
３
レ
の
黒く

ろ

字じ

と
な
っ
た
。

所し
ょ

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
清し

水み
ず

昭あ
け

美み

さ
ん
、
山や

ま

本も
と

文ふ
み

子こ

さ
ん
、

藤ふ
じ

森も
り

み
よ
子こ

さ
ん
、
秀ひ

で

島し
ま

や

す
子こ

さ
ん
、
高た

か

木き

フ
サ
子こ

さ

ん
ら
友ゆ

う

人じ
ん

同ど
う

士し

に
よ
る
も
の
。

今こ
ん

回か
い

は
５
人に

ん

で
２
７
０
０
レ

ま
ま
進す

す

め
る
し
か
な
い
」
と

述の

べ
、「
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

、
ス

ポ
ン
サ
ー
か
ら
は
拡か

く

大だ
い

し
て

ほ
し
い
と
期き

待た
い

さ
れ
て
い
る
」

と
厳き

び

し
い
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
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O Honda City foi o sedã 
compacto com a menor 
desvalorização 2019, de 
acordo com pesquisa realizada 
pela Agência Autoinforme, 
especializada em informações 
automotivas.
De acordo com a pesquisa, 

Após o final da temporada 
da categoria máxima do 
automobilismo internacional, 
o chefe de equipe Red Bull na 
Fórmula-1, Christian Horner, 
declarou que a primeira 
temporada do time austríaco 
com os motores Honda, foi 
além das expectativas.
A Red Bull venceu três corridas 

A NXR 160 Bros foi a grande 
campeã geral do Selo Maior 
Valor de Revenda-Motos 
2019, realizado pela Agência 
Autoinforme em parceria com 

Avaliamos a versão XEi com 
preço de R$ 110.990,00 
responsável por 59% das 
vendas do modelo no Brasil.
O Corolla ganhou novo design 
externo e interno, mecânica 
mais sofisticada, luzes diurnas 
e faróis de neblina em LED, e a 
audaciosa introdução da versão 
híbrida fabricada no Brasil. O 
modelo é ágil nas arrancadas, 
silencioso, tem suspensão 
confortável e deve manter o 
alto índice de fidelidade de 
seus clientes.
A versão XEi vem com 
chave presencial, retrovisor 
eletrocrômico, borboletas 
atrás do volante para trocas 
de marcha, rodas de liga 17 
polegadas, faróis de neblina 
em LED, controle de cruzeiro, 
modo Sport no câmbio, 7 
airbags, freio de mão por 
alavanca e controles de 
estabilidade e tração de série.
Por fora, o modelo ganhou 
design atualizado mantendo 
o estilo sóbrio com uma 

AUTOS
ホンダシティーは、２０１９年度における
中古販売価格が最も高いコンパクトセダン

ホンダＮＸＲ１６０ブロスは、２０１９年度に
おいて、ブラジルで最も値下げ率が低いバイク

Ｆ１レッドブルチームにとって、ホンダのエンジンを使
用した最初のシーズンは、期待を上回る好成績だった。

Honda City é o Sedã Compacto com 
Maior Valor de Revenda em 2019

Honda NXR 160 Bros é a moto com 
menor desvalorização no Brasil

Para a equipe Red Bull de F-1 a 
primeira temporada com o motor 

Honda foi além das expectativas

Andamos no Toyota Corolla XEi 2020

o sedã da Honda teve uma 
desvalorização de apenas 
8,6% no período de 12 
meses, proporcionando ao 
proprietário que adquiriu o 
veículo 0km, uma pequena 
depreciação no período.
Em segundo lugar ficou o 
VW Virtus, com 9,5%, e o 
Chevrolet Cobalt, com 9,8% de 
desvalorização.
Quanto menor o índice de 
depreciação, maior a procura 
do veículo no segmento de 
veículos seminovos, facilitando 
a vida do proprietário quando 
deseja vender o automóvel.
Uma boa assistência técnica 
da montadora também é um 
dos fatores que aumentam 
a procura do modelo e 
consequentemente diminuem 
sua depreciação.
Na avaliação de Luiz Cipolli 

remodelação completa que 
melhorou todo o conjunto.
Por dentro, o Corolla chama a 
atenção, o novo painel com a 
tela multimídia de 8 polegadas 
(ante 7 da geração anterior) em 
posição elevada e que a partir 
desta geração responde mais 
rápido aos toques que a versão 
anterior.
MOTOR: 4 cilindros, dianteiro, 
flex, Dual VVT-i, 16V, DOHC de 
ciclo Atkinson flex, com 177 cv 
de potência a 6.600 rpm com 
etanol. Com gasolina a potência 
é de 169 cv de potência a 6.600 
rpm. O consumo com etanol foi 
de 6,4 km/l na cidade.

Junior, do Departamento 
de Pesquisa da Agência 
Autoinforme, “a depreciação 
depende de vários fatores: do 
tamanho do carro, da marca, 
da rede de revendedores, do 
cuidado que a marca tem em 
relação ao pós-vendas, ao 
segmento, a origem, ao fato de 
ter grande volume de venda, à 
sua aceitação no mercado. Daí 
a importância do selo”.
O evento contou com a 
participação da imprensa 
especializada, de 
representantes da Anfavea, da 
Fenabrave e demais entidades 
ligadas ao setor.
O Prêmio Maior Valor de 
Revenda foi idealizado sendo 
de propriedade do renomado 
jornalista Joel Leite da agência 
Autoinforme.

Sedã Honda teve a menor desvalorização do segmento em 2019

Modelo ganhou pela 4ª vez o Selo de Maior 
Valor de Revenda com desvalorização de 
apenas 5,6%, após 12 meses de uso.

Sedã médio ganhou novo design, mecânica mais 
sofisticada e painel multimídia de 8 polegadas 

Montadora japonesa recebeu elogios
 da Mercedes e Ferrari 

P e d r o S o u z a R e z e n d e 
Gerente Geral e Rodrigo 
Leite Assessor de Imprensa 
da Honda Automóveis. 

Toyota Corolla XEi 2020 ganhou a nova cor cinza celestial.

O Honda City foi o sedã compacto com menor desvalorização no segmento no Brasil 
em 12 meses.

NXR 160 Bros tem motor OHC, monocilíndrico 4 tempos, 
com 14,5 cv de potência a 8.500 rpm com gasolina.

Hiroshi Saito – Vice-Presidente Sênior, Masashi 
Yamamoto – Managing Director na F-1 e Marcos 
Bento – Diretor Jurídico e Comunicação da Honda 
South America, comemoram dobradinha da Honda 
durante o GP Brasil de F-1.

Red Bull Honda conquistou três vitórias em 2019, nos GPs da Áustria, Alemanha e Brasil 
(com dobradinha com a Toro Rosso Honda).
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CÂMBIO: Transmissão Direct 
Shift tipo CVT com simulação 
de 10 marchas.
O Corolla 2020 vem controle 
eletrônico de estabilidade, 
controle eletrônico de tração, 
sistema de assistência em 
subida, sistema Isofix para 
fixação de cadeiras infantis. 
Faltam os avisos eletrônicos 
de ponto cego nos espelhos 
retrovisores externos 
presentes em alguns correntes 
como o Chevrolet Cruze, pois 
trata-se de um importante item 
de segurança.
A garantia passou de 3 para 5 
anos.

a Textofinal de Comunicação. 
De acordo com a pesquisa 
realizada pela agência 
Autoinforme, a moto trail 
registrou uma desvalorização 

de apenas 5,6% do seu 
preço após um ano de uso, 
preservando o valor investido 
pelo proprietário.
A NXR 160 Bros ganhou o 
título de moto mais valorizada 
do Brasil pela quarta vez 
consecutiva, proporcionando 
segurança para quem planeja 
adquirir o modelo. 
Design, economia de 
combustível, assistência 
técnica são importantes na 
hora de comprar uma moto 0 
Km, com o valor de revenda 
sendo outro fator importante 
na decisão de compra. 
Adquirir uma moto que depois 
é difícil de vender faz o preço 
despencar e com isso o cliente 
perde tempo e dinheiro.
A moto valorizada tem a 
preferência do comprador e 
demonstra que o modelo é 
requisitado no mercado.

este ano nos GPs da Áustria, 
Alemanha e Brasil (o mais 
emocionante com dobradinha 
da Honda).
Além das vitórias, o holandês 
Max Verstappen piloto 
número 1 da equipe, terminou 
na terceira colocação no 
Campeonato Mundial de 
Pilotos de 2019, atrás apenas 

dos pilotos da Mercedes, e a frente 
dos pilotos da Ferrari.
Ainda de acordo com Horner, a 
parceria com a Honda funcionou 
tremendamente bem, desde a 
primeira corrida na Austrália, e 
foi melhorando ao longo do ano, 
com as atualizações realizadas na 
unidade de potência. 
A confiabilidade melhorou muito 
(com apenas um abandono) e a 
potência ao longo do ano chegou 
muito próximo da potência da 
Mercedes e Ferrari.
No Grande Prêmio do Brasil deste 
ano, o piloto Max Verstappen 
da Red Bull Honda, ultrapassou 
duas vezes o hexacampeão Lewis 
Hamilton da Mercedes na reta 
do autódromo de Interlagos, até 
vencer a prova com o francês 
Pierre Gasly da Toro Rosso Honda, 
terminando em segundo a frente 
das Mercedes e Ferraris.
Para 2020, Horner acredita que 
poderá desafiar a Mercedes na 
conquista do título de pilotos e 
construtores.
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